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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 地域の医師確保及び基礎医学・社会医学に関する研究医養成のため、令和４年

度まで認可されている臨時入学定員増員について、再度の増員とこれに伴う学

則の変更を申請する。 

 なお、地域枠学生のカリキュラム概要は資料１のとおりであり、研究医枠学生

のカリキュラム概要は資料２のとおりである。 

変更の内容は次のとおりである。 

・学則変更の内容

別表第７において、医学部の入学定員は 110 名、収容定員は 660 名であるこ

とを明記している。 

 ただし、令和５年度から令和 10 年度までの医学部入学定員及び収容定員は、

別表第８として、下記内容を明記する。 

別表第８ 

年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 

入学定員 127 110 110 110 110 110 

収容定員 752                                  740 728 711 694 677 

以上 
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特別枠入学者(10名）・大阪府地域枠入学者(5名）．

静岡県地域枠入学者(8名） ・新潟県地域枠入学者(2名）の

カリキュラム

平成3 0年度から導入した新カリキュラムでは、特別枠入学者(10 名）、大阪府地域枠入学者(5名）、静岡県地

域枠入学者(8名）、新潟県地域枠入学者(2名）町こ対し、下記のカリキュラムを実施する予定です。

学年 カリキュラム内容
＾

＾ 

、

、

‘
ヽ

臨床実習入門【P la: 早期体験実習］において、該当診療科（産科、小児科、 救急科、外科、内科な
ど）の体験実習を課す。また、学年全体で行う当該実習の報告会では、発表・司会・討論の役割を必
ず担う。併せて、医師不足科、地城に関して学ぶ「地域医療の実践Al」の受講を義務付ける。

2 
地域包括医療に焦点を当て、 「地域医療の実践Al」で学んだことを基盤として、地域医療・地域保
健の在り方について学ぶ「地域医療の実践A2」の受講を義務付ける。

地域包括医療に焦点を当て、 「地域医療の実践Al」、 「地域医療の実践A2」で学んだことを基盤と
3 して、さらに深く地域医療について理解を深めるため、実習を主体とした 「地域医療の実践A3」の受

講を義務付ける。

「地域医療の実践Al」、 「地域医療の実践A2」、 「地域医療の実践A3」で学んだことを基盤として、
4 さらに深く地域医療についての実状を理解するために、夏期休暇期間に実習科目「地域医療の実践

P4」の受講を義務付ける。

診療参加型臨床実習を行う。 内選択制臨床実習においては 「1内科・2 内科·3 内科」から1つ、

5·6 
「小児科または産婦人科」から1つ、 「外科・救急」から1つの計12週間を必須選択とする。学 外臨
床実習においては、本学 関連の医師不足地域 ・診療科施設、 ま た は地域枠を設置す る各府県
が指定す る医療機関で4週間の実習を行 う 。

※5·6 学年は選択制臨床実習において実施する。

※新潟県地域枠については、令和2年度から

5

資料１
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令和５年度 

医学部入学定員増員計画 

関 医 教 第 3 5 号 

令和４年 8 月 23 日 

文部科学省高等教育局長 殿 

学校法人  関西医科大学 

理  事  長 山  下  敏  夫 

「地域の医師確保等の観点からの令和５年度医学部入学定員の増加について（令和４年８

月 10 日付け文部科学省高等教育局長・厚生労働省医政局長通知）」を受けて、標記に関する

資料を提出します。 

＜連絡先＞ 

責任者連絡先 職名・氏名 関西医科大学 大学事務部部長・阪井保博 

TEL 072-804-2279

FAX 072-804-2548

E-mail sakaiy@hirakata.kmu.ac.jp 

nyushi@hirakata.kmu.ac.jp 
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国公私立

私立

１．現在（令和４年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

127 0 0 742

（収容定員計算用）
H29 H30 R1 R2 R3 R4 計
117 122 122 127 127 127 742

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

117 122 122 127 127 127 742

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和５年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員

入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員
110 0 0 660

（収容定員計算用）
R5 R6 R7 R8 R9 R10 計
110 110 110 110 110 110 660

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

110 110 110 110 110 110 660

３．令和５年度の増員計画
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

127 0 0 677

（収容定員計算用）
R5 R6 R7 R8 R9 R10 計
127 110 110 110 110 110 677

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

127 110 110 110 110 110 677

17

（内訳）

15

2

17計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減
員した場合、その人
数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研
究医枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増
（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計

大学名

関西医科大学

（臨時的な措置で減
員した場合、その人
数）

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員
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１．地域の医師確保のための入学定員増について
増員希望人数 15

都道府県名 増員希望人数
大阪府 5
静岡県 8
新潟県 2

15
※「大学所在地以外の都道府県」が5都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

都道府県名
R3地域枠定員

（※1）
R3貸与者数

（※2）
R4地域枠定員

（※1）
R4貸与者数

（※2）

R3とR4の貸与
者数のうち多い

方の数

大阪府 5 5 5 5 5
静岡県 8 8 8 8 8
新潟県 2 2 2 2 2

0
0
0

計 15 15 15 15 15
（※1）臨時定員分のみご記入ください。
（※2）恒久定員の中で地域枠を実施している場合、恒久定員分の地域枠の人数も含めた修学資金の貸与実績をご記入ください。
※6都道府県未満の場合は、残りの欄は空欄でご提出ください。

大学が所在する都道府県

大学所在地以外の都道府県

計

（１）対象都道府県名及び増員希望人数

（２）修学資金の貸与を受けた地域枠学生の確保状況
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１．大学が講ずる措置
１－１．地域枠学生の選抜
①令和３年度に実施した地域枠学生(令和４年入学)の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行った場合には、それぞれご記入ください。また、参考として学生募集要項の写しをご提出くださ

募集人数

うち臨時定員分

大阪府地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 5 5 H27

静岡県地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 8 8 H30

（３）令和５年度地域の医師確保のための入学定員増について

入試区分 選抜方法（※1）

（1）第1次・第2次試験の成績及
び調査書、推薦書により、総合的
に判定する。（2）第1次試験合格
者のみを、第2次試験受験資格
者とする。（3）それぞれの枠にお
いて、合格基準を満たす受験者
がいないと判定した場合には、合
格者数が募集人数を満たさない
場合がある。なお、募集人員を満
たさなかった地域枠lは一般選抜
試験（前期・後期）で入学すること
を確約できる方を対象に追加募
集を行う。（4）大阪府地域枠、静
岡県地域枠、新潟県地域枠の選
抜試験は同日・同一会場で一斉
にかつ同条件で実施する。（5）合
否判定は、それぞれの枠が定員
に達するまで順次判定するた
め、各地域枠の合格最低点は異
なることがある。（6）第2次試験に
おいて、各地域枠志願であること
の確認をする。

（1）第1次・第2次試験の成績及
び調査書、推薦書により、総合的
に判定する。（2）第1次試験合格
者のみを、第2次試験受験資格
者とする。（3）それぞれの枠にお
いて、合格基準を満たす受験者
がいないと判定した場合には、合
格者数が募集人数を満たさない
場合がある。なお、募集人員を満
たさなかった地域枠lは一般選抜
試験（前期・後期）で入学すること
を確約できる方を対象に追加募
集を行う。（4）大阪府地域枠、静
岡県地域枠、新潟県地域枠の選
抜試験は同日・同一会場で一斉
にかつ同条件で実施する。（5）合
否判定は、それぞれの枠が定員
に達するまで順次判定するた
め、各地域枠の合格最低点は異
なることがある。（6）第2次試験に
おいて、各地域枠志願であること
の確認をする。

名称 選抜方式 開始年度 備考

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。

出願要件（※1）

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。
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新潟県地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 2 2 R2

合計 15 15

（※1）貴大学において作成した学生募集要項に記載の内容をご記入ください。

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

（1）第1次・第2次試験の成績及
び調査書、推薦書により、総合的
に判定する。（2）第1次試験合格
者のみを、第2次試験受験資格
者とする。（3）それぞれの枠にお
いて、合格基準を満たす受験者
がいないと判定した場合には、合
格者数が募集人数を満たさない
場合がある。なお、募集人員を満
たさなかった地域枠lは一般選抜
試験（前期・後期）で入学すること
を確約できる方を対象に追加募
集を行う。（4）大阪府地域枠、静
岡県地域枠、新潟県地域枠の選
抜試験は同日・同一会場で一斉
にかつ同条件で実施する。（5）合
否判定は、それぞれの枠が定員
に達するまで順次判定するた
め、各地域枠の合格最低点は異
なることがある。（6）第2次試験に
おいて、各地域枠志願であること
の確認をする。

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。
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②令和４年度に実施する地域枠学生(令和５年入学)の選抜について、下記をご記入ください。複数種類の選抜を行っている場合には、それぞれご記入ください。

また、参考としてPRのために作成した文書（リーフレット，ホームページ，テレビ，新聞，雑誌等）の写しをご提出ください。

募集人数
うち臨時定員分

大阪府地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 5 5 H27

静岡県地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 8 8 H30

（1）第1次・第2次試験の成績及
び調査書、推薦書により、総合的
に判定する。（2）第1次試験合格
者のみを、第2次試験受験資格
者とする。（3）それぞれの枠にお
いて、合格基準を満たす受験者
がいないと判定した場合には、合
格者数が募集人数を満たさない
場合がある。なお、募集人員を満
たさなかった地域枠lは一般選抜
試験（前期・後期）で入学すること
を確約できる方を対象に追加募
集を行う。（4）大阪府地域枠、静
岡県地域枠、新潟県地域枠の選
抜試験は同日・同一会場で一斉
にかつ同条件で実施する。（5）合
否判定は、それぞれの枠が定員
に達するまで順次判定するた
め、各地域枠の合格最低点は異
なることがある。（6）第2次試験に
おいて、各地域枠志願であること
の確認をする。

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。

名称 選抜方式

（1）第1次・第2次試験の成績及
び調査書、推薦書により、総合的
に判定する。（2）第1次試験合格
者のみを、第2次試験受験資格
者とする。（3）それぞれの枠にお
いて、合格基準を満たす受験者
がいないと判定した場合には、合
格者数が募集人数を満たさない
場合がある。なお、募集人員を満
たさなかった地域枠lは一般選抜
試験（前期・後期）で入学すること
を確約できる方を対象に追加募
集を行う。（4）大阪府地域枠、静
岡県地域枠、新潟県地域枠の選
抜試験は同日・同一会場で一斉
にかつ同条件で実施する。（5）合
否判定は、それぞれの枠が定員
に達するまで順次判定するた
め、各地域枠の合格最低点は異
なることがある。（6）第2次試験に
おいて、各地域枠志願であること
の確認をする。

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。

入試区分 選抜方法（※1） 出願要件（※1） 開始年度 備考
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新潟県地域枠
（ⅰ）学校推薦型
選抜

別枠（先行型） 2 2 R2

合計 15 15
（※1）貴大学において、PRのために作成した文書（リーフレット，ホームページ，テレビ，新聞，雑誌等）に記載の内容（貴大学において作成予定の学生募集要項に記載予定の内容）をご記入ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

（1）第1次・第2次試験の成績及
び調査書、推薦書により、総合的
に判定する。（2）第1次試験合格
者のみを、第2次試験受験資格
者とする。（3）それぞれの枠にお
いて、合格基準を満たす受験者
がいないと判定した場合には、合
格者数が募集人数を満たさない
場合がある。なお、募集人員を満
たさなかった地域枠lは一般選抜
試験（前期・後期）で入学すること
を確約できる方を対象に追加募
集を行う。（4）大阪府地域枠、静
岡県地域枠、新潟県地域枠の選
抜試験は同日・同一会場で一斉
にかつ同条件で実施する。（5）合
否判定は、それぞれの枠が定員
に達するまで順次判定するた
め、各地域枠の合格最低点は異
なることがある。（6）第2次試験に
おいて、各地域枠志願であること
の確認をする。

出身地および出身高等学校等を問わ
ず出願できる。
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１－２．教育内容

②（過去に地域枠を設定したことがある場合）これまでの取組・実績を、3～5行程度で簡潔にご記入ください。

③上記①の教育内容（正規科目）について、講義・実習科目内容をご記入ください。また、参考としてシラバスの写しをご提出ください。

地域枠学生 その他の学生
1 臨床実習入門 全員 必修 必修 実習 0.5

1
地域医療の実践
A1

地域枠学生 必修 講義 1

2
地域医療の実践
A2

地域枠学生 必修 講義 1

3
地域医療の実践
A3

地域枠学生 必修 講義 1

3
リサーチマインド
の実践Ｐ3

全員 必修 必修 実習 3

4
地域医療の実践
P４

地域枠学生 必修 実習 1

4 人間と社会P４ 全員 必修 必修 実習 1

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。（地域枠学生の希望者のみの場合は、対象者を「地域枠学生」、必修／選択の別を「選択」とご記載ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずそのままにご提出ください。

低学年では、医師としての心構えと態度を学んだ後、医師不足診療科の講義・早期体験実習、
地方の医療機関での早期体験実習、僻地医療対策講義及び医師不足問題セミナーを受講す
る。高学年になると、夏季休業期間を利用した医師不足地域・診療科・僻地医療施設での学外
見学実習を経て、学内の医師不足診療科での臨床実習、関連施設での社会医学実習、学外
の医師不足地域・診療科施設での臨床実習を行う。これらを通じて、医師不足診療科・地域に
従事する医師としての心構え、知識・技術の修得を図る。

対象学年 講義・実習名
対象者
（※1）

必修／選択の別 講義／実習の
別

単位
数

R3

R3

開始年度

H30

H30

R1

R2

R2

①地域枠学生が卒後に勤務することが見込まれる都道府県での地域医療実習など、地域医療を担う医師養成の観点からの教育内容の概要（令和５年度）に
ついて、5～6行程度で簡潔にご記入ください。

平成27年度から大阪府地域枠による増員を開始し、医師不足診療科・医師不足地
域に係る講義・実習を行ってきた。さらに、平成30年度には静岡県地域枠を定員5名
で開始、令和2年度にはこれを8名に増員を行うとともに、令和2年度にはさらに新潟
県地域枠を定員2名で開始し、現在に至っている。令和4年度までに、大阪府地域枠
は入学定員どおり、毎年5名、累計40名の入学者を確保し、静岡県地域枠も入学定
員どおり累計40名、新潟県地域枠も入学定員どおり累計6名の入学者を確保してい
る。なお、大阪府地域枠学生が令和3年3月に4名、令和4年3月に3名卒業し、大阪
府との契約に則り、所定の初期研修に従事（大阪府が指定する病院又は診療所）し
ている

（参考：記入例）
平成○年度から地域枠による増員を開始し、□□、■■などの取組を
行ってきた。令和４年度までに△名の地域枠学生を確保し、そのうち▲
名が現在～～として地域医療に貢献している。

（参考：記入例）
1～2年次には、「○○」という科目を開講するとともに「△△」を必修化
し、～～を学んでいる。3～4年次には、××実習を行い、～～を学んで
いる。またキャリア支援として□□を実施している。令和４年度からは、
■■を新たに開始するなど、～～を図ることとしている。
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④大学の正規科目以外で、提供する地域医療教育プログラムがあれば、その内容をご記入ください。

対象学年 プログラム名
対象者
（※1）

期間
（例：○週間）

開始年度

全学年
新潟県地域医療
夏季実習

地域枠学生 ３日間 R2

全学年 地域医療実習 地域枠学生 ２日間 R2

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「地域枠学生」「全員」のうちから選択ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずにご提出ください。

⑤上記③④以外に、地域医療を担う医師の養成に関する取組等があれば、簡潔にご記入ください。（令和４年度以前から継続する取組を含む）（1～2行程度）

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

プログラムの概要（1～2行程度）

地域医療の状況や重要性について学習し、医学生同
士の交流により、地域医療に貢献するという共通意識
を醸成する。
地域枠学生が卒後に勤務することが見込まれる新潟
県内の医療機関で地域医療を実習する。

取組の名称 取組の概要（1～2行程度） 開始年度

奥能登の地域医療
「医療プロフェッショナリズムの実践A1」（年間25コマ）の1コマを用いて、金
沢医科大学能登北部地域医療研究所所長、中橋毅教授を招聘し、地方に
おける地域医療の現状、必要性について講義を行っている。

H30

地域医療・地域保健に関する授
業

4学年「人間と社会A4(1)(年間50コマ）において、衛生・公衆衛生学領域の講義を展開し
ている。到達目標の一つに「地域における保健・医療・福祉を理解し、医療人として地域
社会に貢献できる」を掲げ、地域包括ケアシステムを学んだり、地域医療のあり方を学ん
でいる。

R3

学外臨床実習の週数増加
カリキュラムを改編し、学外施設での臨床実習の週数を増やし、8週間必修
とした。

R4

あり

あり

都道府県との連携
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２．都道府県等との連携

月額 総貸与額
大学の関与の

有無 (※1）

大阪府 5 新入生 100,000 7,200,000 ○ ○

ア．総合周産期母子医
療センターに指定され
た医療機関又は地域周
産期母子医療センター
に認定された医療機関
の産婦人科(産)科・小
児(新生児)科
イ．小児中核病院に指
定された医療機関にお
ける小児（新生児）科又
は小児地域医療セン
ターに指定された医療
機関における小児科に
おける診療業務（ただ
し、少なくとも３年間は
小児地域医療センター
において指定診療業務
に従事すること。）
ウ．救命救急センター
エ．総合診療専門研修
基幹病院に指定された
医療機関の内科（総合
診療科を含む）、小児科
又は救急科
ただし、今後の医療環
境の変化に伴い、指定
診療業務の追加及び各
条項に該当する医療機
関の変更を行う場合が
ある。

静岡県 8 新入生 200,000 14,400,000 ○ ×

奨学金の設定
主体

貸与人数 貸与対象

貸与額　（例：200,000）

返還免除要件

次の1から4までを満たした場合、返還が免除
される。１．大学卒業後、1年6か月以内に医
師免許を取得すること。(医師国家試験の受
験機会は2回)２．大学卒業後、キャリア形成
プログラム(※1）の対象となること。３．大学卒
業後、引き続き9年間以上(初期臨床研修を
含む)、大阪府が指定する医療機関に勤務
し、うち初期臨床研修期間を除く4年間以上
は、大阪府が指定する「医師の確保を特に図
るべき区域(※2)」に所在する医療機関に勤
務すること。４．初期臨床研修修了から5年間
以上は、指定診療業務(※3)(初期臨床研修
修了までに府が指定する診療業務)に従事す
ること。※1　医師が不足している地域におけ
る医師の確保と、医師の能力の開発・向上の
両立しつつ、出産、育児等のライフイベント
や、海外留学等のキャリア形成上の希望に
配慮して地域枠の医師毎に策定するキャリア
プログラム※2大阪府医師確保計画(2020.3
策定)で医師確保が必要とした2次医療圏等
※3　次の(1)から(4)までのいずれかの診療
業務(1)　総合周産期母子医療センターに指
定された医療機関又は地域周産期母子医療
センターに認定された医療機関における産婦
人（産）科及び小児（新生児）科における診療
業務(2)　小児中核病院に指定された医療機
関における小児（新生児）科又は小児地域医
療センターに指定された医療機関における小
児科における診療業務（ただし、少なくとも３
年間は小児地域医療センターにおいて指定
診療業務に従事すること。）(3)　救命救急セ
ンターにおける診療業務(4)　大阪府医師確
保計画で定める総合的な診療能力を有する
ために必要な診療業務（ただし、少なくとも３
年間は総合診療専門医として指定診療業務
に従事すること。）※　指定診療業務となる診
療科(業務)や医療機関は、今後の医療環境
の変化で変更する場合があります。

以下の（１）から（２）までの要件を全
て満たしたときに、貸与した資金全額
の返還を免除する。
（１）大学卒業後、２年以内に医師免
許の登録を完了すること。
（２）「静岡県キャリア形成プログラ
ム」に従い、静岡県内で医師として９
年間勤務すること。
＊ 返還免除を受けるための勤務（＝
９年間）は、大学卒業後１６年間が経
過するまでに完了することが必要で
ある（履行期限）。
＊ 勤務先として指定する可能性のあ
る病院は別表１のとおりである。
※ 出産・育児で休業等をした場合
は、その休業等をした期間に相当す
る期間、履行期限を延長する（６ペー
ジの別表２参照）。
＊ 県が個別に指定する静岡県内の
公的医療機関等での勤務期間中に
育児短時間勤務をしたときの返還免
除を受けるための勤務期間の計算
は、６ページの別表３のとおりとな
る。
＊ 返還免除を受けるための勤務期
間に達しない場合でも、静岡県キャリ
ア形成プログラムの適用勤務期間
（臨床研修を行った期間を除く）が３
年に達した場合には、貸与した資金
の返還を一部免除する場合がある。

選抜時期

選抜方法

④その他（備
考欄に記入）

③地域枠入学
者であれば別
途選抜を実施
せず貸与

①都道府県が設定する奨学金について、以下をご記入ください。併せて、都道府県が厚生労働省に提出する予定の地域の医師確保等に関する計画及び「地域における医療及
び介護の総合的な確保の促進に関する法律」（平成元年法律第64号）第４条に規定する都道府県計画等に位置づけることを約束する文書を添付して下さい。
なお、複数の奨学金を設定している場合は、それぞれ記入ください。

備考

（1）第1次・第2次試験の成績及び調
査書、推薦書により、総合的に判定
する。（2）第1次試験合格者のみを、
第2次試験受験資格者とする。（3）そ
れぞれの枠において、合格基準を満
たす受験者がいないと判定した場合
には、合格者数が募集人数を満たさ
ない場合がある。なお、募集人員を
満たさなかった地域枠lは一般選抜
試験（前期・後期）で入学することを
確約できる方を対象に追加募集を
行う。（4）大阪府地域枠、静岡県地
域枠、新潟県地域枠の選抜試験は
同日・同一会場で一斉にかつ同条
件で実施する。（5）合否判定は、そ
れぞれの枠が定員に達するまで順
次判定するため、各地域枠の合格
最低点は異なることがある。（6）第2
次試験において、各地域枠志願であ
ることの確認をする。
④その他の別記：本学より、地域枠
入試入学者を大阪府に推薦し、府
担当者による面接を実施。

（1）第1次・第2次試験の成績及び調
査書、推薦書により、総合的に判定
する。（2）第1次試験合格者のみを、
第2次試験受験資格者とする。（3）そ
れぞれの枠において、合格基準を満
たす受験者がいないと判定した場合
には、合格者数が募集人数を満たさ
ない場合がある。なお、募集人員を
満たさなかった地域枠lは一般選抜
試験（前期・後期）で入学することを
確約できる方を対象に追加募集を
行う。（4）大阪府地域枠、静岡県地
域枠、新潟県地域枠の選抜試験は
同日・同一会場で一斉にかつ同条
件で実施する。（5）合否判定は、そ
れぞれの枠が定員に達するまで順
次判定するため、各地域枠の合格
最低点は異なることがある。（6）第2
次試験において、各地域枠志願であ
ることの確認をする。

診療科の限定
の有無

（診療科の限
定がある場

合）
その診療科名
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新潟県 2 新入生 300,000 21,600,000 ○ ×

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

②その他、都道府県と連携した取組があれば、簡潔にご記入ください。（例：在学中の学生に対する都道府県と連携した相談・指導、卒後のキャリアパス形成等に対する支援）（1～2行程度）

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

３．その他

地域枠に係る関西医科大学と新
潟県との協定締結

本学学長と新潟県知事の間で、学生を新潟県の地域医療を担う
医師として育成するよう相互に協力する協定書を締結(収容定員
変更の学則認可後)

R2

取組の概要（1～2行程度） 開始年度
大阪府地域医療確保修学資金等
貸付金被貸与者説明会

本学教員による地域枠学生向け講義、大阪府地域医療確保修学
資金等貸付金の事務手続き等

H27

静岡県医学修学研修資金利用者
意見交換会及び病院合同説明会

医学修学研修資金制度の説明、専任医師によるキャリア相談、県
内病院で活躍する先輩医師等との意見交換等

H30

 (※1）○の場合は、備考欄に詳細をご記入ください。

・大阪府、静岡県、新潟県の職員が令和４年７月に開催した本学オープンキャンパ
スに来学し、設置構想中として個別相談会を実施した。令和５年度以降も大阪府、
静岡県、新潟県の参加を促し、継続して実施予定。
・新潟県主催の「地域医療を担う医師を目指す医学部志望者向け大学入試等説明
会」に参加し、地域枠受験者の増加及び入学者の確保に努めている。

１～２に記入したもの以外で、その他、地域の医師確保の観点から大学の今後の取組があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）
特に、都道府県からの奨学金の貸与を受ける者、地域枠入学者を確保するために貴大学で取り組まれていることや今後の取組み予定がありましたら、ご記入ください。

医師免許：大学を卒業した後、２年以内に
医師の免許を取得すること。臨床研修：医
師免許取得後、直ちに、新潟県内の臨床
研修病院で臨床研修に従事すること。勤
務する医療機関の指定等：臨床研修修了
後、直ちに指定する医療機関に勤務する
こと。指定する医療機関は、医師の確保を
特に図るべき区域などの病院等となる。
（注１・注２）ただし、救急医療の確保等特
段の理由がある場合は、上記以外の医療
機関を指定することがある。注１：医師の
確保を特に図るべき区域などとは、新潟県
医師確保計画に定めた医師少数区域など
の地域をいいう。注２：なお、義務年限に
含まれるキャリア形成のための後期研修
（２年間）は、原則として新潟大学医歯学
総合病院又は専門研修の基幹施設で行う
こととなるので、この限りではない。義務年
限：９年間（臨床研修を含む）義務年限の
進行の停止：義務履行期間中の出産、県
外・海外研修などやむを得ない理由により
指定医療機関等での勤務が困難になった
場合は、事前に承認を得ることで義務年
限の進行を停止することができる。この場
合、停止した期間は義務履行年限には算
入されない。地域医療実習：新潟県内で夏
季休暇等を利用して行う地域医療に関す
る実習（２～３日間程度）に毎年（１年生～
５年生まで）必ず参加すること。本人の死
亡等：修学中もしくは義務履行期間中に本
人が死亡したとき、又は義務履行期間中
に業務に起因する心身の故障のため、業
務を継続することができなくなったときは、
月額貸与金の返済債務の全額を免除す
る。

③地域枠入学
者であれば別
途選抜を実施
せず貸与

取組の名称

（1）第1次・第2次試験の成
績及び調査書、推薦書によ
り、総合的に判定する。（2）
第1次試験合格者のみを、
第2次試験受験資格者とす
る。（3）それぞれの枠におい
て、合格基準を満たす受験
者がいないと判定した場合
には、合格者数が募集人数
を満たさない場合がある。な
お、募集人員を満たさなかっ
た地域枠lは一般選抜試験
（前期・後期）で入学すること
を確約できる方を対象に追
加募集を行う。（4）大阪府地
域枠、静岡県地域枠、新潟
県地域枠の選抜試験は同
日・同一会場で一斉にかつ
同条件で実施する。（5）合
否判定は、それぞれの枠が
定員に達するまで順次判定
するため、各地域枠の合格
最低点は異なることがある。
（6）第2次試験において、各
地域枠志願であることの確
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２．研究医養成のための入学定員増について
増員希望人数 2

（１）令和５年度研究医養成のための入学定員増について
大学が講ずる措置
※令和４年度までの取組を継続して行う場合には、必要に応じて見直しを行ったうえで、当該取組も記載すること。

１．コンソーシアムの形成
①以下をご記入ください。複数のコンソーシアムを形成している場合には、コンソーシアムごとにご記入ください。

No.1

No.2
No.3
 (※1）過去に研究医枠により入学定員増を実施したことがない大学のみご記入ください。過去に研究医枠による増員を行った大学については、当該欄は記入不要です。

開始年度

H25

（連携先大学が研究医枠による増員を
行っている場合）

連携大学との役割分担 (※1）
連携大学

大阪医科薬科大学、兵庫医科大学、奈良
県立医科大学、神戸大学医学部、藤田医
科大学

取組の概要（1～3行程度）

運営委員会を設置し第三者評価を実施。年1回、研究発
表会を兼ねたリトリートを実施。
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２．特別コース（※）の設定
（※）「特別コース」とは、学部・大学院教育を一貫して見通した研究医養成のための重点的プログラムを指します。

②研究医養成のための一貫した特別コースついて、以下をご記入ください。併せて、概要がわかる資料をご提出ください。

コースの名称 年次
募集定員

（※2）
開始年度

（※1）複数段階に分けて選抜を行っている場合には、該当する全てに○をご記入ください。
（※2）最低人数を定めている場合には、「○名以上」という形でご記入ください。
（※3）特別コースの学生の大学院進学時期について全てご記載ください。（例：5年次（MD-PhD）／卒後直後に進学／卒後、臨床研修後に進学／卒後、臨床研修と並行して進学）

③研究医養成のための選抜入試について、以下をご記入ください。

（「○」を選択した場合）以下をご記入するとともに、募集要項の写しをご提出ください。

募集人数
うち臨時定員分

合計 0 0

※複数種類の選抜を行っている場合には、それぞれご記入ください。
※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

①特別コースの概要について、5～6行程度で簡潔にご記入ください。その際、平成22年度～令和４年度に実施した取組で継続して行うもののほか、令和５年度
に新たに行おうとする取組についてもご記入ください。
（選抜の時期、授業内容、特別コースに入ることにより大学院進学が促進される仕組み（MD-PhD、単位の先行履修、論文認定、キャリア支援の取組など）
1、2学年では3学年から始まるコース履修のプレプログラムとして、「研究マインド育成プログラ
ム」を実施。1学年時に「リサーチマインドの実践セミナー」を受講した学生から参加者を募ってい
る。1学年から放課後等を利用して、希望する研究室において研究活動を始めることが可能であ
る。3学年から始まる研究医養成コースを履修するには、連携先大学の教員も構成員とした研究
医養成コース運営委員会の審査を受け、合格する必要がある。修了認定は、研究修了報告書
の提出に加え、研究発表を行わなければならない。
令和3年4月に研究医養成コース1期生である卒後3年目の医師1名が本学基礎系の大学院に進
学した。また、今年度から、初期研修医の枠として基礎研究医枠を1名有することになり、1名が
初期研修中である。

選抜の時期　（※1）

選抜入試

（※1）貴大学において、PRのために作成した文書（リーフレット，ホームページ，テレビ，新聞，雑誌等）に記載の
内容（貴大学において作成予定の学生募集要項に記載予定の内容）をご記入ください。

研究医養成
コース

研究マインド
育成プログラ
ム

名称 入試区分

卒後、臨床研修と並行し
て或いは臨床研修後に
進学

H25

H25

備考

○

○

特定の学年次に希望者を募
集

その他（備考欄に詳細を記
入）

備考
大学院への進学時期

（※3）

（参考：記入例）
MD-PhDコースや▲年次での大学院進学を促すとともに、○年次に選抜を行い、「○○」と
いう科目等を開講して～～を学んでいる。学部・大学院での一貫した研究を促すため、△
△、□□を行っている。またキャリア支援として、～～を実施している。令和４年度からは、
■■を新たに開始するなど、～～を図ることとしている。

3年次以上 4名以上

研究医養成コースのプレプログラム

1、2年次

選抜方法（※1） 開始年度

研究医養成のために特別な
入試を実施しているか。

×
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④研究医養成のための教育内容（正規科目）について、以下をご記入ください。また、参考としてシラバスの写しをご提出ください。

研究医コース
学生

その他の
学生

1
リサーチマイン
ドの実践セミ

全員 必修 選択必修 講義 1 H25

2
リサーチマイン
ドの実践A2

全員 必修 必修 講義 1 R1

3
リサーチマイン
ドの実践P3

全員 必修 必修 実習 3 H25

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

⑤大学の正規科目以外で、研究医養成プログラムがあれば、その内容をご記入ください。

対象学年 プログラム名
対象者
（※1）

期間
（例：○週間）

開始年度

1-6学年
コンソーシアム
合宿

研究医コー
ス学生

1泊2日 H26

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「研究医コース学生」「全員」のうちから選択ください。

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

対象学年
必修／選択の別

講義／実
習の別

単位数 開始年度

（※1）対象者は、当該講義・実習を受講可能な学生を「研究医コース学生」「全員」のうちから選択ください。（研究医コース学生の希望者のみの場合は、対象者
を「研究医コース学生」、必修／選択の別を「選択」とご記載ください。）

講義・実習名
対象者
（※1）

プログラムの概要（1～2行程度）

連携大学との合同合宿。ポスター発表、グループワーク、講演の聴講。
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⑥特別コースに関する取組のうち、以下の項目に関連するものについてご記入ください。なお、必要に応じて内容がわかる資料をご提出ください。

開始年度

H29

H26

H25

R3

H25

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

開始年度

H28

※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

⑧特別コースの履修者の確保状況について、以下をご記入ください。
R２ R３ R４

人数（名） 8 5 3
※当該年度の新規履修者のみを計上してください。

（項目）

学生が研究活動を実施するために必要と
なる研究費の予算措置

学生の学会発表、論文発表の機会の設
定及び指導体制の構築

臨床研修により研究活動が中断されるこ
とのないようにするための配慮

直近3年間の平均
5.333333333

概要（1～2行程度）

学生からの申請に基づき、１人12万円（R3年度実
績）を上限に研究費、学会参加費・旅費の補助を受
けることができる。

コンソーシアム合宿、本学学術祭、西日本医学生学
術フォーラム、その他学会等で積極的に発表済み。

社会人学生として、卒後のどの時点からであっても
大学院に進学可能。臨床系の各講座に研究医長を
配置。

R4年度から初期研修の新規プログラムとして基礎研
究医プログラムが附属病院において1名認められ、
臨床研修と基礎研究を両立する環境整備ができた。

基礎社会系講座での任期付博士研究員への任用を
決定。

取組の名称 取組の概要（1～2行程度）

⑦上記②～⑥以外に、研究医養成の特別コースに関する取組等があれば、簡潔にご記入ください。
（令和４年度以前から継続する取組を含む）（1～2行程度）

大学院科目等履修生
大学院の講義を学部学生の間に受講することがで
きる。

（項目：専用の入試枠の設定による選抜の実施、学生が研究活動を実施するために必要となる研究費の予算措置、学生の学会発表、
論文発表の機会の設定及び指導体制の構築、臨床研修により研究活動が中断されることのないようにするための配慮、研究医となっ
た際の常勤ポストの確保、海外での研修の機会（1か月以上））

臨床研修により研究活動が中断されるこ
とのないようにするための配慮

研究医となった際の常勤ポストの確保
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３．奨学金の設定

No.1 学生奨学金(研究医
養成コース) 大学 貸与

コース履修
者の範囲内

有

No.2 学生研究員給付奨
学金 大学 給付

コース履修
者の範囲内

有

No.3

（続き）
月額 総支給額

No.1
年間100万
円

最大400万円 H25

No.2
ランク、研
究従事時間
によって異

ランク、研究
従事時間に
よって異なる

R2

No.3
※空欄がある場合は、何も記入せずにそのままご提出ください。

学部卒業後引き続き、又は初期臨床研修修了後引き続き、又は初期臨
床研修２年目に本学大学院に進学し基礎社会系講座を専攻する。或い
は、臨床系講座を専攻し、他科目履修により基礎社会系講座で研究活動
を行う。大学院修了後は、貸与期間以上、本学で研究医として研究に従
事した者に対して、全額の返還を免除する。

特別コース生のみ

特別コース生のみ

募集人数名称

①卒後一定期間の研究医としての従事を要件とする奨学金の設定について、以下をご記入ください。
複数の奨学金を設定している場合には、それぞれについてご記入ください。

支給期間
（例：大学院1～3年次（3年

間））

返還免除要件

選抜の有無

半期ごとに申請要
半期で、6万円～25万円。

設定主体
（例：大学、
○○財団）

給付／貸与
の別

支給対象

備考

1年ごとに申請要

医学部3～6学年

医学部2～6学年

支給額 （例：200,000）
開始年度
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（２）研究医養成拠点として相応しい実績
①－１．継続的に大学院生を輩出してきた客観的な実績について、以下をご記入ください。

R２ R３ R４

6 4 3

18 25 11

R１ R２ R３

3 1 3

9 17 6

①－2．その他、継続的に大学院生を輩出してきた客観的な実績があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）

②－１．継続的に研究医を輩出してきた客観的な実績について、以下をご記入ください。

R１ R２ R３

0 1 0

9 16 5

9 17 5

②－2．その他、継続的に研究医を輩出してきた客観的な実績があれば、簡潔にご記入ください。（1～3行程度）

継続的に大学院生を輩出する仕組みとして、本学で講師以上に任用されるには
博士の学位取得が必要としている。また学部生におけるキャリアパスの講義にお
いて研究の必要性を説き、大学院進学を促している。

（※1）一度臨床系（基礎系以外）に進んだものの実態としては研究に従事している又は従事する見込みがある者の数。
（例：臨床医として働きながら研究活動を行っている者、常勤ポストではないが大学の身分を有し研究活動を行っている
者、現在臨床医として勤務しているが将来的に研究に従事する意思を大学が確認している者）

R4年度から本学附属病院の初期研修において基礎研究医プログラムが採択され
た（1名枠）。既に1名が研修中で、次年度のマッチングには2名の応募があり、これ
からも研究医の輩出が見込める。

（博士課程修了年度）

基礎・社会系大学院進学者
数（【A】）
臨床系大学院進学者数
（【B】）

4.333333333

18

【A】の修了者数（【C】）

【B】のうち、基礎・社会学系
の論文（又は共著論文）を執
筆した修了者数（【D】）

合計

6 16 3

2.333333333

10.66666667

（博士課程修了年度） 直近3年間の平均

8.333333333

【C】【D】のうち、基礎・社会学
研究分野の就職者数

【C】【D】のうち、臨床系に就
職したが基礎・社会学研究
に従事する者等の数（※1）

直近3年間の平均

0.333333333

10

10.33333333合計

（入学年度） 直近3年間の平均
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③大学教育改革の支援に関する補助事業の採択実績等
※必要に応じて内容がわかる資料をご提出ください。

採択年度
（○年度～
○年度）

H25～H28

H26、H28、
H29、R2～3

H26～H30

H29～R3

H30～R2

H30

R1～3

④他大学と比較した際に研究医養成拠点として相応しいと考えられる客観的な実績（科学研究費採択率等）
※必要に応じて内容がわかる資料をご提出ください。

（３）過去に研究医枠による入学定員増を実施した場合の令和４年度における状況

研究医養成コースの学生の選抜、修了認定の審査や、本学の研究医に関する取り組み全般を客観的に評価
する役割として、研究医養成コース運営委員会を組織している。当委員会には、コンソーシアムを形成している
他大学の教員も構成員として加わり、定期的に第三者評価を実施している。昨年、一昨年はコロナ禍によりコ
ンソーシアム合宿は実施できなかったが、その代替として昨年はZoomを活用して学生の発表を行い、個々の
学生の研究活動に対しても第三者評価を継続して実施した。
令和2年秋に受審した一般社団法人日本医学教育評価機構による医学教育分野別評価では、本学の研究医
養成コース及びリサーチマインドを涵養する医学部生への必須カリキュラムが高く評価された。
今年から、藤田医科大学が連携大学として参画することになった。このことは、地域を越えて本学の研究医養
成への取り組みが評価された結果である。

①過去に入学定員増を実施した際に計画していた研究医養成に関する取組について、
その有効性が高いことを確認している旨を、確認方法等とともにご記入ください。
（例：第三者による評価、学内委員会による評価）

私立大学研究ブランディング
事業

難治性免疫・アレルギー疾患の最先端研究拠点大
学としてのブランド形成

私立大学等改革総合支援事
業タイプ2

産業界との連携

私立大学等改革総合支援事
業タイプ4

社会実装の推進

概要（1～3行程度）
令和元年度からURAを配置して研究費獲得に力を入れており、成果を上げている。科研費の採択状況は、本
学が中期計画目標に掲げていた科研費採択件数150件、採択金額3億円を令和元年度に上回り、以降、右肩
上がりにある。

採択事業名 概要（1～3行程度）

がんプロフェッショナル養成
基盤推進プラン

7大学連携先端的がん教育基盤創造プラン

私立大学等改革総合支援事
業タイプ1

教育の質的転換、特色ある教育の展開

課題解決型高度医療人材養
成プログラム

災害医療のメディカルディレクター養成

多様な新ニーズに対応する
「がん専門医療人材」養成プ
ラン

7大学連携個別化がん医療実践者養成プラン
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前の画⾯に戻る
ログアウト
外部公開⽤URL

部局⼀覧

部局を追加する

教育

177-01.医学教育センター-コース(扉)177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無し)177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無し・表あり)177-06.医学教育センタ
ー-2クラスユニット・サブユニット

177-06.医学教育センター-2クラスユニット・サブユニット

2022年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA08P102origin
名称 臨床実習⼊⾨ P1b(初版)

2022年4⽉1⽇現在

コース基本情報を編集する

このシラバスは編集ロックされています。シラバス⼊⼒者はシラバスを編集できません

シラバスを編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
ユニットディレクター 教育センター ⻄屋 克⼰
講義担当者 教育センター ⻄屋 克⼰、林 幹雄、唐⽜  祐輔

各実習施設担当教員等

2.到達⽬標

2. プロフェッショナリズム・倫理観 
(1) 医師としての職責を⾃覚し、倫理観・使命感・責任感を涵養し、省察的態度をもって⾏動ができる。

1︓医師としてのプロフェッショナリズムについて理解し医学⽣として実践できる。 
3. コミュニケーション能⼒ 
(1) コミュニケーション能⼒を持ち、患者・家族・同僚と良好な⼈間関係を築くことができる。 

2︓医療現場で必要なコミュニケーションについて理解し医学⽣として実践できる。 
4. 患者中⼼・共感の姿勢 
(1) 共感的姿勢を持ち、患者の⽴場になって⾏動する態度を⾝につける。

3︓医療現場での共感的態度について理解できる。 
9. 国際的視野・地域医療 
(2) 地域における保健・医療・福祉を理解し、医療⼈として地域社会に貢献できる。 

4︓地域医療について説明できる。 
5︓地域医療の実際について理解できる。

3.講義・演習・実習の予定 Aクラス

回 ⽇付 時限 テーマ 授業の到達⽬標 教員名
1 11/16(⽔) 3 オリエンテーション 実習の注意点や当⽇の服装のチェックを⾏う。 ⻄屋・林・唐⽜
2 4 〃 〃 〃

11/28(⽉)〜
12/2(⾦)

早期医療実習
(学外地域医療実
習) 
(学内医療実習)

実施施設については別途通知す
る。

地域医療の実際について理解するとともに、これから医師となる上で必要な資質・能⼒を考えてい
く。

各実習施設担当教員
等

3.講義・演習・実習の予定 Bクラス

回 ⽇付 時限 テーマ 授業の到達⽬標 教員名
1 11/21(⽉) 4 オリエンテーション 実習の注意点や当⽇の服装のチェックを⾏う。 ⻄屋・林・唐⽜
2 5 〃 〃 〃

11/28(⽉)〜
12/2(⾦)

早期医療実習
(学外地域医療実
習) 
(学内医療実習)

実施施設については別途通知す
る。

地域医療の実際について理解するとともに、これから医師となる上で必要な資質・能⼒を考えてい
く。

各実習施設担当教員
等

4.講義・演習・実習の説明

Copy
/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/search

CSVエクスポート CSVインポート [下書き] ⼊⼒期限:2022/03/31

― 学則の変更の趣旨（本文） ― 40 ―

https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/login.php
https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/logout.php
https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/admin/department-manage/year/2022/department/0c1b3131e28171c47c30ee72cdf2d12c/
https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/admin/department-manage/year/2022/department/856ec656bd9382b5c787e4b97d999748/
https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/admin/department-manage/year/2022/department/3a41b34744799ad7a4194f9de785a94a/
https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/admin/department-manage/year/2022/department/e0956a5ec6a8dabf58d22466d2236f20/
https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/admin/department-manage/year/2022/department/e0956a5ec6a8dabf58d22466d2236f20/
https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/admin/department-manage/year/2022/department/e0956a5ec6a8dabf58d22466d2236f20/syllabus-course-register
https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/admin/department-manage/year/2022/department/e0956a5ec6a8dabf58d22466d2236f20/syllabus-list
https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/admin/department-manage/year/2022/department/e0956a5ec6a8dabf58d22466d2236f20/syllabus-batch-i-o
https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/admin/department-manage/year/2022/department/e0956a5ec6a8dabf58d22466d2236f20/edit
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本実習は実際に地域医療の現場に出て、地域医療とはどのようなものであるか、医師としての基本的態度や共感的姿勢、コミュニケーションなどを学んでいく。また、本実習を通して、これから医師に
なるうえで学ぶべきことを考えていく。

5.事前事後学習の指⽰など

講義で説明する。

6.評価基準・⽅法

到達⽬標 ポートフォリオ 実習評価
1︓プロフェッショナリズム ● ●
2︓コミュニケーション ● ●
3︓共感的態度 ● ●
4︓地域医療の概念 ●
5︓地域医療の実際 ●
評価⽐率 40％ 60％

7.教科書・参考書

特に指定しない。

8.その他の指⽰、注意事項

関⻄医科⼤学医学部⽣として恥じないよう、倫理観と積極性をもって実習に参加することが要求される。
⽋席は原則として認めない。
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前の画⾯に戻る
ログアウト
外部公開⽤URL

部局⼀覧

部局を追加する

医学教育

177-01.医学教育センター-コース(扉)177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無し)177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット
(試験無し・表あり)177-06.医学教育センター-2クラスユニット・サブユニット

177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無し・表あり)

2022年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA13A100
名称 地域医療の実践 A1

2022年8⽉9⽇現在

コース基本情報を編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
ユニットディレクター 教育センター ⻄屋 克⼰
講義担当者 教育センター ⻄屋 克⼰

衛⽣・公衆衛⽣学講座 ⻄⼭ 利正
内科学第⼆講座 塩島 ⼀朗
⼩児科学講座 峰  研治
外科学講座 廣岡 智
産科学・婦⼈科学講座 神⾕ 亮雄
救急医学講座 池側 均
看護学部 ⼤橋 敦
学外講師 吉村 学(宮崎⼤学医学部 地域医療・総合診療医学講座 教授) 

宮園 将哉(⼤阪府健康医療部保健医療室) 
奈良 雅⽂(静岡県健康福祉部参事) 
福⽥ 愛作(IVF⼤阪クリニック 院⻑) 
神⽥ 健史(新潟県新潟県福祉保健部福祉保健課参与)

2.到達⽬標

7. ⾃⼰主導型学習・⽣涯学習
(1) ⾃⼰主導型学習を実践し、向上⼼を持ち⽣涯にわたり学習を継続する姿勢を⾝につける。

1︓地域医療に従事する⾃らのキャリアパスを考えることができる。
9. 国際的視野・地域医療
(1) 国際的視野を持ち、医療⼈として国際社会に貢献できる。
(2) 地域における保健・医療・福祉を理解し、医療⼈として地域社会に貢献できる。

2︓地域医療について説明できる。
3︓地域医療の実際について理解できる。
4︓在宅医療について説明できる。
5︓在宅医療の実際について説明できる。
6︓世界における地域医療の実際について理解できる。
7︓産婦⼈科、⼩児科、救命救急科、内科、外科の現状と問題点について理解できる。

https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/search
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3.講義・演習・実習の予定

回 ⽇付 時限 テーマ 授業の到達⽬標 教員名
1 4/25(⽉) 5 オリエンテーション 本科⽬の⽬的を理解する。 ⻄屋
2 5/9(⽉) 5 特定診療科 産婦⼈科医療について説明できる。 福⽥
3 5/12(⽊) 5 地域医療 ⼤阪府の地域医療について説明できる。 宮園
4 6/17(⾦) 5 特定診療科 内科診療について説明できる。 塩島
5 7/7(⽊) 2 〃 救急医療の現状と未来について説明できる。 池側
6 7/13(⽔) 2 地域医療 新潟県の地域医療について説明できる。 神⽥
7 9/3(⼟) 1 病院⾒学 ⼩児科を⾒学し、現状を理解する。 峰
8 2 〃 〃 〃
9 9/6(⽕) 3 地域医療 世界のへき地医療を説明できる。 ⻄⼭
10 9/17(⼟) 1 病院⾒学 ⼥性診療科を⾒学し、現状を理解する。 神⾕
11 2 〃 〃 〃
12 9/22(⽊) 2 特定診療科 外科診療について説明できる。 廣岡
13 9/28(⽔) 2 〃 ⼩児科医のキャリア形成について説明できる。 ⼤橋
14 11/5(⼟) 1 病院⾒学 ⾼度救命救急センターを⾒学し、現状を理解する。 池側
15 2 〃 〃 〃
16 11/15(⽕) 4 地域医療 世界のヘルスケア基盤を⽀える家庭医(総合診療医)について説明できる。 吉村
17 未定 未定 地域医療 静岡県の地域医療について説明できる。 奈良
18 未定 未定 在宅医療 在宅医療について理解し、説明できる。 未定
19 未定 未定 〃 在宅医療を⾒学し、在宅医療の実際を説明できる。 未定
20 未定 未定 〃 〃 未定

4.講義・演習・実習の説明

地域医療の実際について、講義やグループワーク、実習などを通して理解を深めていく。
また、産婦⼈科、⼩児科、救命救急科、内科、外科の現状と問題点について学んでいく。
本学教員のみならず、学外の様々な分野の先⽣を講師にむかえ、学びを深めていく。

5.事前事後学習の指⽰など

講義資料があれば、講義ごとに30分程度の予習を要する。

6.評価基準・⽅法

到達⽬標 ポートフォリオ
1︓地域医療の基本 ●
2︓地域医療の実際 ●
3︓在宅医療の基本 ●
4︓在宅医療の実際 ●
5︓世界における医療 ●
6︓特定診療科の理解 ●
評価⽐率 100%

7.教科書・参考書

特に指定しない。

8.その他の指⽰、注意事項

講義・実習への積極的な参加を期待する。なお、実習の⽋席は原則として認めない。
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前の画⾯に戻る
ログアウト
外部公開⽤URL

部局⼀覧

部局を追加する

教育

177-01.医学教育センター-コース(扉)177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無し)177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無
し・表あり)177-06.医学教育センター-2クラスユニット・サブユニット

177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無し・表あり)

2022年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA13A200origin
名称 地域医療の実践 A2(初版)

2022年4⽉1⽇現在

コース基本情報を編集する

このシラバスは編集ロックされています。シラバス⼊⼒者はシラバスを編集できません

シラバスを編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
ユニットディレクター 教育センター ⻄屋 克⼰
講義担当者 教育センター ⻄屋 克⼰

リハビリテーション医学講座 ⻑⾕ 公隆
学外講師 野尻 眞(⽩川病院 院⻑) 

⾼村 昭輝(富⼭⼤学 医学教育学講座 教授)

2.到達⽬標

7. ⾃⼰主導型学習・⽣涯学習
(1) ⾃⼰主導型学習を実践し、向上⼼を持ち⽣涯にわたり学習を継続する姿勢を⾝につける。

1︓地域医療に従事する⾃らのキャリアパスを考えることができる。
9. 国際的視野・地域医療
(2) 地域における保健・医療・福祉を理解し、医療⼈として地域社会に貢献できる。

2︓地域医療について説明できる。
3︓地域医療の実際について理解できる。
4︓地域包括医療について説明できる。
5︓結核対策について説明できる。

3.講義・演習・実習の予定

回 ⽇付
時
限

テーマ 授業の到達⽬標
教員
名

1 9/22(⽊) 5 オリエンテーションワークショッ
プ

地域医療・地域保健の在り⽅と現状および課題を理解し、地域医療に貢献するための能⼒を獲得す
る。

⻄屋

2 10/4(⽕) 5 地域医療を学ぶということ 〃 ⾼村
3 10/7(⾦) 1 リハビリテーションと地域包括医

療
〃 ⻑⾕

4 10/29(⼟) 2 医学の原点と地域包括システム 〃 野尻

Copy
/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/search

CSVエクスポート CSVインポート [下書き] ⼊⼒期限:2022/04/01
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回 ⽇付
時
限

テーマ 授業の到達⽬標
教員
名

5 未定 結核と地域医療 〃 ⻄屋

4.講義・演習・実習の説明

本ユニットでは地域包括医療に焦点を当て、「地域医療の実践A1」で学んだことを基盤として、さらに深く地域医療について考えていく。

5.事前事後学習の指⽰など

講義資料があれば、事前に30分程度予習しておくこと。なお、授業後のポートフォリオの記載が重要である。 
毎回のテーマについてしっかり振り返りを⾏うこと。

6.評価基準・⽅法

到達⽬標 ポートフォリオ
1︓地域医療の基本 ●
2︓地域医療の実際 ●
3︓地域包括医療 ●
4︓結核対策 ●
評価⽐率 100%

7.教科書・参考書

特に指定しない。

8.その他の指⽰、注意事項

ユニットの授業数が少ないので注意すること。
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前の画⾯に戻る
ログアウト
外部公開⽤URL

部局⼀覧

部局を追加する

教育

177-01.医学教育センター-コース(扉)177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無し)177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無
し・表あり)177-06.医学教育センター-2クラスユニット・サブユニット

177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無し)

2022年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA13A300
名称 地域医療の実践 A3

2022年7⽉21⽇現在

コース基本情報を編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
ユニットディレクター 教育センター 林 幹雄
講義担当者 教育センター 林 幹雄

向⼭病院 ⽊村 幸積
関⻄医科⼤学附属病院看護部 福岡 志野
学外講師 磯部 真倫

（新潟⼤学医⻭学総合病院総合研修部 特任講師）
松井 智⼦
（浜松医科⼤学地域家庭医療学講座 特任講師）

2.到達⽬標

7. ⾃⼰主導型学習・⽣涯学習
(1) ⾃⼰主導型学習を実践し、向上⼼を持ち⽣涯にわたり学習を継続する姿勢を⾝につける。

1︓地域医療に従事する⾃らのキャリアパスを考えることができる。
9. 国際的視野・地域医療
(2) 地域における保健・医療・福祉を理解し、医療⼈として地域社会に貢献できる。

2︓地域医療の実際について理解できる。
3︓在宅医療の実際について理解できる。
4︓超⾼齢社会における医療・看護のあり⽅について理解できる。

3.講義・演習・実習の予定

回 ⽇付 時限 テーマ 授業の到達⽬標 教員名
1 7/7(⽊) 4 オリエンテーション 授業についての説明をおこなう。 林
2 10/26(⽔) 5 在宅医療について 在宅医療について理解を深める。 ⽊村
3 10/29(⼟) 1 地域医療の実践① 地域医療の実践例について理解を深める。 磯部
4 10/29(⼟) 2 超⾼齢社会における医療・看護のあり⽅ 患者の意思決定について理解する。 福岡
5 11/2(⽔) 5 地域医療の実践② 地域医療の実践例について理解を深める。 松井

4.講義・演習・実習の説明

本ユニットでは、地域包括医療に焦点を当て、「地域医療の実践A1」、「地域医療の実践A2」で学んだことを基盤として、さらに深く地域医療について理解を深め
ていく。

https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/search
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5.事前事後学習の指⽰など

アップロードされている資料を30分程度学習しておく。

6.評価基準・⽅法

到達⽬標 ポートフォリオ
1︓キャリアパス ●
2︓地域医療の実際 ●
3︓在宅医療の実際 ●
4︓超⾼齢社会における医療・看護のあり⽅ ●
評価⽐率 100％

7.教科書・参考書

特になし。

8.その他の指⽰、注意事項

医学⽣としての⾝だしなみ、挨拶等は教育要項の記載を確認する。実習現場での態度、個⼈情報に関する注意事項に⼗分留意すること。なお、実習の⽋席は原則と
して認めない。
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前の画⾯に戻る
ログアウト
外部公開⽤URL

部局⼀覧

部局を追加する

教務

200-01.教務課-コース扉200-05.教務課-ユニット・サブユニット(試験無し)200-06.教務課-2クラスユニット・サブユニット200-10.教務課-総合⼈間医学

200-05.教務課-ユニット・サブユニット(試験無し)

2022年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA12P300origin
名称 リサーチマインドの実践 P3(初版)

2022年4⽉1⽇現在

コース基本情報を編集する

このシラバスは編集ロックされています。シラバス⼊⼒者はシラバスを編集できません

シラバスを編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
科⽬責任者 医学部教務部⻑

(産科学婦⼈科学講座)
岡⽥ 英孝

指導教員 配属先教員

2.到達⽬標

６. 科学的思考・問題解決能⼒
（1）科学的な観察⼒・思考⼒・表現⼒を⾝につけ、⾃ら問題を解決することができる。
７. ⾃⼰主導型学習・⽣涯学習
（1）⾃⼰主導型学習を実践し、向上⼼を持ち⽣涯にわたり学習を継続する姿勢を⾝につける。
1︓すでに学んだ教養・基礎・社会医学的知識が実際の研究室、医療現場でどのように応⽤され、実践されているのかを⾃主的に学習し、理解することを⽬標とす
る。

3.講義・演習・実習の予定

回 ⽇付 時限 テーマ 授業の到達⽬標 教員名
4週間以上の
実習

令和5年1⽉23⽇（⽉）から令和5年2⽉17⽇（⾦）ま
での期間

1〜5
限

配属先の提⽰するテ
ーマ

配属先の提⽰するテーマについてレポートの作成が
出来る。

配属先教
員

4.講義・演習・実習の説明

学内の各講座あるいは教室が提案する実習プログラムには受け⼊れ⼈数の制限があるものの、学⽣の希望に基づき選択することができる。また、⾃学、⾃律の精神
に基づき学⽣⾃らが提案した海外や学外での実習も、内容によっては許可している。
特別枠・地域枠の学⽣は、衛⽣・公衆衛⽣学や内科学、⼩児科学、外科学、⼼臓⾎管外科学、呼吸器外科学、脳神経外科学、産婦学婦⼈科学、救急医学等での実習
を優先的に受け、地域医療や医師不⾜診療科をより深く学ぶ。また、公⽴⽳⽔総合病院での実習を積極的に志望し、実習を⾏うことを義務付ける。

5.事前事後学習の指⽰など

Copy
/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/search

CSVエクスポート CSVインポート [下書き] ⼊⼒期限:
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配属先の講座の指⽰に従うこと。
配属先によっては実験動物・実験動物施設講習会の受講が義務付けられる。

6.評価基準・⽅法

１）本科⽬は、受講態度および実習後のレポートを総合的に各講座主任が評価する。（100％）
２）出席は配属先の指⽰に従うこと
３）実習後のレポート提出を義務付ける。

到達⽬標 受講態度およびレポ
ート

1︓すでに学んだ教養・基礎・社会医学的知識が実際の研究室、医療現場でどのように応⽤され、実践されているのかを⾃主的に学習
し、理解すること

●

評価⽐率 100％

7.教科書・参考書

配属先の講座の指定による。

8.その他の指⽰、注意事項

本科⽬について説明会を実施するので、必ず説明会に出席すること
実習期間は、各講座によって異なるため、⼗分に確認をすること
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前の画⾯に戻る
ログアウト
外部公開⽤URL

部局⼀覧

部局を追加する

教育

177-01.医学教育センター-コース(扉)177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無し)177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無
し・表あり)177-06.医学教育センター-2クラスユニット・サブユニット

177-05.医学教育センター-ユニット・サブユニット(試験無し)

2022年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA13P400origin
名称 地域医療の実践 P4(初版)

2022年4⽉1⽇現在

コース基本情報を編集する

このシラバスは編集ロックされています。シラバス⼊⼒者はシラバスを編集できません

シラバスを編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
ユニットディレクター 教育センター ⻄屋 克⼰
講義担当者 各実習施設担当教員等

2.到達⽬標

7. ⾃⼰主導型学習・⽣涯学習
(1) ⾃⼰主導型学習を実践し、向上⼼を持ち⽣涯にわたり学習を継続する姿勢を⾝につける。

1︓地域医療に従事する⾃らのキャリアパスを考えることができる。
9. 国際的視野・地域医療
(2) 地域における保健・医療・福祉を理解し、医療⼈として地域社会に貢献できる。

2︓地域医療について説明できる。
3︓地域医療の実際について理解できる。

3.講義・演習・実習の予定

回 ⽇付
時
限

テーマ 授業の到達⽬標 教員名

1 夏季休業期間を利⽤し1週
間程度

本学関連の医師不⾜地域・診療科施設で学外⾒学実
習を⾏う。

医師不⾜地域・診療科施設の実際について理解し、説
明できる。

各実習施設担当教
員等

4.講義・演習・実習の説明

対象者︓特別枠⼊学者・⼤阪府地域枠⼊学者
・特別枠⼊学者・⼤阪府地域枠⼊学者は必ず受講すること。
・実習終了後、学⽣は実習内容をまとめ、レポートを作成し、実習記録票・評価票と⼀緒に指導医に提出する。

5.事前事後学習の指⽰など

⽩⾐、聴診器、名札、⽩靴を準備すること(病院内を通るので、髪型、服装、⾝だしなみに厳重に注意)

Copy
/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/search

CSVエクスポート CSVインポート [下書き] ⼊⼒期限:2022/03/31
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6.評価基準・⽅法

指導医は総合評価をつけ、教育センターへ送付する。

到達⽬標 実習評価 実習後ポートフォリオ
1︓地域医療 ● ●
2︓地域医療の実際 ● ●
評価⽐率 60％ 40%

7.教科書・参考書

特に指定しない。

8.その他の指⽰、注意事項
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前の画⾯に戻る
ログアウト
外部公開⽤URL

部局⼀覧

部局を追加する

衛⽣

109-02.衛⽣・公衆衛⽣学講座-サブユニットのあるユニット109-04.衛⽣・公衆衛⽣学講座-サブユニット109-05.衛⽣・公衆衛⽣学講座-ユニット・サブユニット
(試験無し)109-08.衛⽣・公衆衛⽣学講座-臓器別系統別コース

109-05.衛⽣・公衆衛⽣学講座-ユニット・サブユニット(試験無し)

2022年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA03P400origin
名称 ⼈間と社会 P4(初版)

2022年4⽉1⽇現在

コース基本情報を編集する

このシラバスは編集ロックされています。シラバス⼊⼒者はシラバスを編集できません

シラバスを編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
ユニットディレクター 衛⽣・公衆衛⽣学講座 ⻄⼭ 利正
実習責任者 衛⽣・公衆衛⽣学講座 ⻄⼭ 利正
実習担当者 衛⽣・公衆衛⽣学講座 ⻄⼭ 利正、甲⽥ 勝康、神⽥ 靖⼠、三島 伸介、下埜 敬紀、⼩原 久未⼦、村上 由希、中間 千⾹⼦

2.到達⽬標

２. プロフェッショナリズム・倫理観
(2)法令や社会期間を遵守し、責任ある社会新として⾏動ができる。
1︓保健、医療、福祉と介護の制度の内容を学ぶ。
３. コミュニケーション能⼒
(1)コミュニケーション能⼒を持ち、患者・家族・同僚と良好な⼈間関係を築くことができる。
2︓医療の現場におけるコミュニケーションの重要性を理解し、信頼関係の確⽴に役⽴つ能⼒を⾝につける。
７. ⾃⼰主導型学習・⽣涯学習
(1)⾃⼰主導型学習を実践し、向上⼼を持ち⽣涯にわたり学習を継続する姿勢を⾝につける。
3︓⾃分の⼒で課題を発⾒し、⾃⼰学習によってそれを解決するための能⼒を⾝につける。
８. 多職種連携
(1)リーダーシップを発揮し、多職種連携による医療・研究を実践できる。
4︓チーム医療の重要性を理解し、医療従事者との連携を図る能⼒を⾝につける。
９. 国際的視野・地域医療
(2)地域における保健・医療・福祉を理解し、医療⼈として地域社会に貢献できる。
5︓地域医療の在り⽅と現状および課題を理解し、地域医療に貢献するための能⼒を⾝につける。

※社会医学実習の意義と重要性は極めて⼤きく、臨床医学教育におけるクリクラやベットサイドティーチングに相当するものであり、実習を通じて医療、保健⾏
政、⾼齢者施設、障害者施設の実状とその役割を体験し、⼈々の⽣活の⽴場や各々が抱える健康や医療、福祉の問題に触れることにより、医師として果たさなけれ
ばならない責任と義務を学び得るものである。

3.講義・演習・実習の予定

Copy
/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/search

CSVエクスポート CSVインポート [下書き] ⼊⼒期限:2022/03/28
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回 ⽇付
時
限

テーマ 授業の到達⽬標
教
員
名

1 3/30(⽔) ガイダ
ンス

実習先の紹介・募集⼈数を説明。KMULASにアップしたA.社会医学実習希望調査書に希望記⼊。調査書を元にクラ
ス代表が中⼼となりクラス内で振り分ける。
なお、施設実習の割り振りからはずれた者は、⾃習テーマとなり、2〜4名でグループを作る。
KMULASにアップしたB.社会医学実習⾃主テーマ課題調査書をクラス代表に提出。
※全員の振り分けをクラス代表より衛⽣・公衆衛⽣学講座に提出すること。
締切4/22(⾦)。

神
⽥

2 6/24(⾦) 実習前
指導

実習の⽬的、⼼構え、注意点、レポート作成の説明、全体での説明後担当教官ごとに各グループに分かれて実習先
の資料等配付。⾃主テーマグループは具体的な内容を検討する。
第4講義室 12︓50〜
KMULASにアップしたC.社会医学実習調査書を各グループで1部提出。
⾃主テーマグループは、KMULASにアップしたD.1週間予定表をグループで1部提出。

全
員

3 6/24(⾦) 実習前
指導

〃 全
員

4 7/25(⽉)〜7/29(⾦)・
8/1(⽉)〜8/5(⾦)

実習期
間

各施設においてスケジュールにあわせて実習を⾏う。
⾃主テーマは、グループの決めた⽇程あるいは内容で進める。

全
員

5 8/8(⽉)〜8/12(⾦) 発表会
等
準備指
導

8/8(⽉)第4講義室 10︓00〜 レポート作成と発表会内容を検討し、指導を受ける。 
8/9(⽕)からは担当教官と都合を合わせて検討し、指導を受ける。 

全
員

8/12(⾦) 提出 ① 実習報告書⽤論⽂②実習⽇誌 2点提出締切⽇ 全
員

6 8/16(⽕)〜8/19(⾦) 提出 8/16(⽕)第4講義室10︓00〜 レポート作成と発表会内容を検討し、指導を受ける。 
8/17(⽔)からは担当教官と都合を合わせて検討し、指導を受ける。 

全
員

8/19(⾦) 提出 ① 実習報告書⽤論⽂②実習⽇誌 2点提出締切⽇ 全
員

7 8/27(⼟) 発表会 全グループ発表、加多乃講堂にて10︓00〜17︓00(予定) 全
員

8 10/7(⾦) 再提出 ①実習報告⽤論⽂は、校正を⾏い再提出 全
員

4.講義・演習・実習の説明

①実習期間と実習先
実習期間は7⽉25⽇(⽉)〜7⽉29(⾦)・8⽉1⽇(⽉)〜8⽉5⽇(⾦)の期間とする。但し、実習先によって⽇程変更となることがある。
衛⽣・公衆衛⽣学講座が紹介する諸施設においては、実習先の指定した複数名のグループを構成し実習を⾏う。実習先は「社会医学実習希望調査書」を記⼊した上
で、その調査書に沿ってクラス内で割り振りを⾏い決定する。その際、紹介施設の定員は必ず満たすように振り分ける。
但し、特別枠・⼤阪府地域枠の学⽣は優先的に紹介施設を選択できる。また、特別枠・⼤阪府地域枠の学⽣の中で希望する実習課題がある場合は⾃主的に実習課題
を決めた上で当講座と相談した後、実習先を決定する。
また、講座が紹介可能な割り当て⼈数に限りがあるため学⽣全員を派遣出来ない。そのため、施設実習に振り分けられなかった者は「⾃主テーマ」となり、⾃主的
に実習課題や実習先を考え実習を⾏う。⾃主テーマの詳細は後述する。
②集合時間と集合場所、連絡先、準備物品
実習先によって異なるので、集合時間(9時から実習となるのでおおむね8時30分ぐらい)、集合場所、準備物品は、すべて各実習先施設の指⽰どおりにすること。
(実習前に各施設の詳細を指⽰する。)
⽋席および遅刻時の連絡は、実習施設担当者と⼤学(教務課教務係)に連絡すること。

5.事前事後学習の指⽰など

・ 実習ガイダンスの際に⽰す実習候補施設から希望の施設を選択し、学⽣間で取りまとめ、後⽇決定する。
・決定した実習先の事業内容と施設に関連する法律をあらかじめ学習しておき、実習テーマ・実習⽬的を決定する。
・実習直前には、実習先の事業内容と施設に関連する法律をさらに詳しく学習し実習に臨む。
準備学習に必要な時間︓5時間

6.評価基準・⽅法

実習への取り組み（積極性等）、報告書等の提出物、発表会でのプレゼンの内容で総合評価する。
①実習報告書⽤論⽂︓KMULASにて配付するひな形に、形式に基づき⽬的・⽅法・結果・考察・⽂献を図・表を活⽤して作成する。グループで1部提出。
8⽉に教官による添削を経て校正し、実習報告書⽤論⽂として再提出する。
②実習⽇誌︓KMULASにて配布するE.実習⽇誌に全実習⽇記載する。
⼀⼈ずつ提出。

到達⽬標 実習への取り組み(積極
性等)

報告書等の提
出物

発表会でのプレゼンの
内容
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1︓保健、医療、福祉と介護の制度の内容を学ぶ。 ● ● ●
2︓医療の現場におけるコミュニケーションの重要性を理解し、信頼関係の確⽴に役⽴つ能⼒
を⾝につける。

● ● ●

3︓⾃分の⼒で課題を発⾒し、⾃⼰学習によってそれを解決するための能⼒を⾝につける。 ● ● ●
4︓チーム医療の重要性を理解し、医療従事者との連携を図る能⼒を⾝につける。 ● ● ●
5︓地域医療の在り⽅と現状および課題を理解し、地域医療に貢献するための能⼒を⾝につけ
る。

● ● ●

評価⽐率 40％ 30％ 30％

7.教科書・参考書

「公衆衛⽣がみえる」(メディックメディア) 
「国⺠衛⽣の動向」厚⽣の指標 別冊 (厚⽣統計協会) 
Web site 
厚⽣労働省 http://www.mhlw.go.jp/ 
厚⽣統計協会 http://www.hws-kyokai.or.jp/ を参考にすること。

8.その他の指⽰、注意事項

衛⽣・公衆衛⽣学講座が紹介する施設(参考︓過去の実習事例) 
1)体験実習等
(1)保健所等実習
⽬的︓保健所や保健センターで⾏われている業務(⺟⼦保健・難病対策・感染症対策・精神保健など、また関連機関に実習⾒学を⾏う場合もある)に参加体験し、そ
の中からテーマを抽出し、⾏政との関わりや⾏政の役割などを学ぶ。
1．枚⽅市保健所 枚⽅市⼤垣内町2-2-2
保健所業務の実習と講義を受講、詳しい⽇程については実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
業務⼀般(乳幼児健康診査、保健活動) に参加し実習を⾏った。テーマは変わる場合がある。
2．守⼝保健所 守⼝市梅園町6-15
保健所業務の実習と講義を受講、詳しい⽇程については実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
業務⼀般(結核対策・健診など) に参加し実習を⾏った。テーマは変わる場合がある。
3．四條畷保健所 四條畷市江瀬美町1-16
保健所業務の実習と講義を受講、詳しい⽇程については実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
業務⼀般(健診・感染症審査会・訪問指導)に参加し実習を⾏った。テーマは変わる場合がある。
4．寝屋川市保健所 寝屋川市⼋坂町28-3
保健所業務の実習と講義を受講、詳しい⽇程については実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
業務⼀般(在宅医療・感染症審査会・地域包括)に参加し実習を⾏った。テーマは変わる場合がある。
上記1.〜4.︓乳幼児健診や関連の事業所などに参加し実習を⾏った。感染症対策・精神グループワーク・介護予防教室などに参加。

(2)障害者施設
⽬的︓障害者(児)と実際にふれ合うことにより、介助の⽅法、コミュニケーションの⼤切さや職員の役割などを体験することで医師としてのあり⽅を学ぶ。
5．すみれ愛育館(知的障害者更正施設) ⼤阪市城東区古市1-19-15
6．豊⾥学園(知的障害者更正施設) ⼤阪市旭区太⼦橋1-16-2
上記5.〜6.︓重度の知的障害児の作業プログラムに障害児と共に⽇々の⽣活に参加し、⽣活訓練、独⽴⾃活への⽀援や介助の⽅法を体験実習する。
7．枚⽅総合発達医療センター(重症⼼⾝障害児施設) 枚⽅市津⽥東町2-1-1
重度の肢体不⾃由と重度の精神遅滞とをあわせもつ重度重複障害児(者)療育施設で様々な障害者のリハビリ介助や診療の援助など実際の現場を体験実習する。
詳しい⽇程については実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。

(3)⾼齢者福祉・保健施設
⽬的︓さまざまな⾼齢者と実際にふれ合うことにより介助の⽅法、コミュニケーションの⼤切さや職員の役割などを体験することで医師としてのあり⽅を学ぶ。
8．陵東館(特別養護⽼⼈ホーム・知的障害者⼊所施設) 堺市北区⻑曽根町1210-1
特別養護⽼⼈ホーム・知的障害者⼊所施設を体験できる施設で、⾼齢者の⾷事介助・⼊浴介助など実際の現場を体験実習する。なお、この施設については実習期間
中宿泊体験となる。
9．⼤阪⽼⼈ホーム(特別養護⽼⼈ホーム) 松原市阿保3-14-22
詳しい⽇程については、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
10．鶴⾒緑地苑(特別養護⽼⼈ホーム) 守⼝市菊⽔通3-16-2
詳しい⽇程については、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
11．城東こすもす苑(特別養護⽼⼈ホーム) ⼤阪市城東区蒲⽣2-2-38
詳しい⽇程については、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
12．旭さくら苑(特別養護⽼⼈ホーム) ⼤阪市旭区清⽔3-15-23
詳しい⽇程については、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
13．ケアハウス鶴⾒緑地(ケアハウス) 守⼝市南寺⽅南通3-4-16
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詳しい⽇程については、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
14．おひさま園(介護⽼⼈保健施設) ⼤阪市旭区清⽔2-1-21  
詳しい⽇程については、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
15．パークヒルズ⽥原苑(介護⽼⼈保健施設) 四條畷市上⽥原613番地 
詳しい⽇程については、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
16．⼤阪ゆうゆうの⾥(有料⽼⼈ホーム) 守⼝市河原町10-15  
詳しい⽇程については、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
上記9.〜16.︓⾼齢者の⽇常⽣活の⽀援、⾷事介助・⼊浴介助など実際の現場を体験実習する。 

(4)病院・診療所
⽬的︓地域医療としての役割をもつ病院・診療所実習で、実際の現場を体験することにより、医療のあり⽅や公衆衛⽣の重要性を学ぶ。
17．⼤和中央病院(あいりん地区の医療施設) ⼤阪市⻄成区⻑橋1-2-7
あいりん地区の病院での業務を体験し、地域密着型の病院の実情を学ぶ。
詳しい⽇程については、任意の⼟曜⽇現場にてオリエンテーションで説明を受ける。
18．兵庫県⽴⻄宮病院(救急医療) ⻄宮市六湛寺町13-9
救命救急センターの外来、回診に加えて救急⾞搬送後の処置などを体験し、救急医療のあり⽅を学ぶ。
詳しい⽇程については、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
19．橋本クリニック(在宅医療) 守⼝市⾦下町2-12-5
⽇常の診察・在宅医療に参加し、地域密着の医療現場を体験実習する。
詳しい⽇程については、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
20．城東区医師会訪問看護ステーション ⼤阪市城東区中央2-11-6
保健師に同⾏して、実際の家庭での往診の実情を体験実習する。

(5)検疫所
⽬的︓検疫所の業務を体験実習することで、⽇本における検疫のあり⽅を学ぶ。
21．⼤阪検疫所 ⼤阪市港区築港4-10-3
検疫所業務(衛⽣業務など)に参加し、体験実習する。
詳しい⽇程については予め⽇程表を配付し、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。
22．関⻄空港検疫所 ⼤阪府泉南郡⽥尻町泉州空港中1番地
空港における輸⼊感染症に対する業務を体験実習、また新感染症対応の病院を体験実習する。
詳しい⽇程については予め⽇程表を配付し、実習当⽇オリエンテーションで説明を受ける。

2)⾃主的に調査テーマや体験実習先を決め実習を⾏う。
⾃主テーマ
上記施設の割り振りからはずれた者は、2〜4名でグループを作り、グループで⾏ってみたいテーマ・内容を考えて、KMULASにアップしたB.社会医学実習⾃主テー
マ課題調査書をクラス代表に各⾃提出。施設実習や調査分析実習を2回⽬の実習前指導までに決定する。事前に施設実習先や調査分析実習内容を調べて、KMULASに
アップしたC.社会医学実習調査書とKMULASにアップしたD.1週間予定表を作成しておくこと。テーマ決定までに相談したい場合は、各担当の先⽣と都合を合わせ
てグループごとに相談する。
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107-01.iPS再⽣医学講座-コース扉

2022年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA121000
名称 リサーチマインドの実践

2022年4⽉1⽇時点

コース基本情報を編集する

1.コースの概要ならびに到達⽬標

基礎研究者のみならず、臨床医においても、科学性や倫理性を追求しながら⽇々の臨床を⾏う必要があり、そのためにも早期からリサーチ
マインドを育成することが重要である。

本コースは基礎医学研究に興味を持ち、医師として必要なリサーチマインドの育成と実践について理解することを⽬的とする。
1学年では「A1︓(リサーチマインドの実践セミナー)」として、基礎医学に関連する課題を⾃⼰学習し、リサーチマインドを育成する。2

学年では「A2︓(先端医学)」として、主に本学で⾏われている最先端の医学研究をオムニバス形式で紹介する。3学年では、「P3︓(配属実
習)」として、すでに学んだ教養・基礎・社会医学的知識が実際の研究室、医療現場でどのように応⽤され、実践されているかを、⾃らが体
験し⾃主的に学ぶ。

 基礎医学研究に興味を持ち、医師として必要なリサーチマインドの育成を⽬的とする本コースでは、以下のディプロマ・ポリシー(DP)が
本コースの到達⽬標となる。
 その詳細はユニットの到達⽬標に⽰す。

5. 医学的知識・技能
(1) 国際的・社会的に貢献できる幅広い教養、特定分野にとらわれない医学的知識を修得する。
6. 科学的思考・問題解決能⼒
(1) 科学的な観察⼒・思考⼒・表現⼒を⾝につけ、⾃ら問題を解決することができる。
9. 国際的視野・地域医療
(1) 国際的視野を持ち、医療⼈として国際社会に貢献できる。

2.構成ユニット

ユニット名 ユニットディレクター
リサーチマインドの実践 A1 松⽥ 達志
リサーチマインドの実践 A2 ⼈⾒ 浩史
リサーチマインドの実践 P3 岡⽥ 英孝

https://kmulasweb.kmu.ac.jp/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/search
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2022年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA07A126
名称 リサーチマインドの実践セミナー

2022年4⽉1⽇現在

コース基本情報を編集する

シラバスを編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
サブユニットディレクター 附属⽣命医学研究所⽣体情報部⾨ 松⽥ 達志
講義担当者 附属⽣命医学研究所⽣体情報部⾨ 松⽥ 達志
講義担当者 附属⽣命医学研究所⽣体情報部⾨ 住吉 ⿇実

2.到達⽬標

5. 医学的知識・技能
(1) 国際的・社会的に貢献できる幅広い教養、特定分野にとらわれない医学的知識を修得する。
1: 最新の医学の進歩に関して情報を集め理解できる。
2: 英語の参考書を読んで内容をまとめることができる。

6. 科学的思考・問題解決能⼒
(1) 科学的な観察⼒・思考⼒・表現⼒を⾝につけ、⾃ら問題を解決することができる。
3: 最新の参考書や参考⽂献を読み要点を整理して説明できる。
4: 理解できない点に関して疑問点を提起できる。
5: 未解決問題に対して仮説を⽴てることができる。

3.講義・演習・実習の予定

回 ⽇付 時限 テーマ 授業の到達⽬標 教員名
1 5/19(⽊) 5 ゲノム構造 ゲノム・染⾊体・遺伝⼦の構造および機能調節機構の多様性と疾患との関連を説明できる。 松⽥・住吉
2 6/2(⽊) 5 遺伝⼦発現調節とシグナル伝達 細胞内シグナル伝達の種類と機序および疾患との関連を説明できる。 松⽥・住吉
3 6/9(⽊) 5 がん 発癌のメカニズムと、病態を説明できる。 松⽥・住吉
4 6/16(⽊) 5 免疫とアレルギー ⽣体防御機構における免疫系の特徴(特異性、多様性、寛容、記憶)と疾患との関連を説明できる。 松⽥・住吉
5 6/23(⽊) 5 基礎研究と医学の発展 医学研究を⽀える基礎研究の重要性を理解し、⾃分の⾔葉で説明できる。 松⽥・住吉
6 7/1(⾦) 5 〃 〃 松⽥・住吉
7 7/7(⽊) 5 最新の医学研究紹介 医学研究の現状や今後の課題を理解し、⾃分の⾔葉で説明できる。 松⽥・住吉
8 8/25(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住吉
9 9/1(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住吉
10 9/8(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住吉
11 9/15(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住吉
12 9/22(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住吉
13 9/29(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住吉
14 10/20(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住吉
15 10/27(⽊) 5 〃 〃 松⽥・住吉

Copy
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4.講義・演習・実習の説明

近年のヒトゲノム完全解読をきっかけとして⼤きく変化してきている“ヒト”“疾患”“治療”等の最新の情報を、グループ学習で学ぶ(研究医枠カリキュラムとして開講するが、興味
がある全ての学⽣の参加を歓迎する)。 
 医学研究を理解する上で必要となる知識(ゲノム構造・遺伝⼦発現調節とシグナル伝達・がん・免疫とアレルギー)の概要講義を⾏った後、本学で⾏なわれている医学研究を紹介
し、その内容について全員で討議する。

5.事前事後学習の指⽰など

指定する参考書（「細胞の分⼦⽣物学」・「エッセンシャル細胞⽣物学」・「細胞のシグナル伝達」など）の該当箇所ならびに事前に配布される資料をもとに３０分程度の事前
学習を⾏い、問題点を整理した上で講義に臨むこと。
 講義前や講義中に⽣じた疑問は教員に質問すると共に、興味がある内容については事後学習に必要な資料を教員に問い合わせること。

6.評価基準・⽅法

講義・研究紹介に対する理解度を⼝頭試問で確認する（50％）と共に、問題提起能⼒を質問の回数・内容（50％）で評価する。
質問に対するフィードバックはその都度⾏う。

到達⽬標 ⼝頭試問 質疑応答
1: 医学知識の理解 ● ●
2: 英語⽂献の理解 ● ●
3: 資料の要約 ● ●
4: 疑問点の提起 ● ●
5: 未解決問題への対応 ● ●
評価⽐率 ５０％ ５０％

7.教科書・参考書

資料を適宜配付する。

8.その他の指⽰、注意事項

本セミナーは第3学年から開始する“研究医養成コース”の準備プログラムである“研究マインド育成プログラム”の⼀環であり、学内各研究室での研究や上級学年の研究医養成コー
スの学⽣との情報交換会、および近隣国公私⽴医科⼤学・医学部の研究医養成コースとのコンソーシアム合宿等の窓⼝となることから、研究医養成コースに興味のある学⽣は出来
るだけ参加されたい。
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ナンバリングコード MA12A200
名称 リサーチマインドの実践 A2

2022年4⽉22⽇時点

シラバスを編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
ユニットディレクター iPS・幹細胞再⽣医学講座 ⼈⾒ 浩史
講義担当者 iPS・幹細胞再⽣医学講座 ⼈⾒ 浩史、服部 ⽂幸

iPS・幹細胞応⽤医学講座 六⾞ 恵⼦
附属⽣命医学研究所 ⽣体情報部⾨ 松⽥ 達志
附属⽣命医学研究所 神経機能部⾨ ⼩早川 令⼦、⼩早川 ⾼
附属⽣命医学研究所 侵襲反応制御部⾨ 廣⽥ 喜⼀
附属⽣命医学研究所 ゲノム解析部⾨ ⽇笠 幸⼀郎
附属⽣命医学研究所 ゲノム編集部⾨ 徳弘 圭造
薬理学講座 中邨 智之
医化学講座 寿野 良⼆

2.到達⽬標

5. 医学的知識・技能
(1) 国際的・社会的に貢献できる幅広い教養、特定分野にとらわれない医学的知識を修得する。
1︓基礎医学研究の意義について理解する。
2︓医学研究の最新の知⾒について理解する。

6. 科学的思考・問題解決能⼒
(1) 科学的な観察⼒・思考⼒・表現⼒を⾝につけ、⾃ら問題を解決することができる。
3︓臨床的疑問から研究仮説を設定し、研究デザインを作成する過程を理解する。
4︓先⾏研究を参考にし、仮説の整合性を検討する研究計画を⽴案する過程を理解する。
5︓研究仮説を検証する最新の研究⼿法について理解する。

7. ⾃⼰主導型学習・⽣涯学習
(1) ⾃⼰主導型学習を実践し、向上⼼を持ち⽣涯にわたり学習を継続する姿勢を⾝につける。
6︓⽣涯にわたりリサーチマインドを持ち続ける意義について理解できる。

9. 国際的視野・地域医療
(1) 国際的視野を持ち、医療⼈として国際社会に貢献できる。
7︓科学論⽂報告の実際について知り、国際的に情報を発信する⼿段を理解する。
8︓海外留学や海外学会発表を通じて、国際的視野を広げる⼿段を理解する。

3.講義・演習・実習の予定

回 ⽇付
時
限

テーマ 授業の到達⽬標 教員名

1 1/11(⽔) 1 再⽣医学研究と臨床応⽤ 再⽣医学研究の現状について説明できる。今後の臨床応⽤と腎臓領域の再⽣医療につい
て理解する。

⼈ ⾒

2 1/11(⽔) 2 幹細胞技術を駆使した難病研究と先駆的医
療開発

基礎医学の重要性を理解する。実証研究のサイクルを説明できる。 六 ⾞

3 1/12(⽊) 1 細胞応答とシグナル伝達 細胞内シグナル伝達過程を説明できる。 松 ⽥
4 1/12(⽊) 2 酸素⽣物学の新展開-診療と研究の両⽴を

視野に-
酸素⽣物学の概略を説明できる。医師にとっての基礎研究の重要性を理解できる。 廣 ⽥

5 1/16(⽉) 1 ゲノム情報と個別化医療 ゲノム医学研究の重要性について理解する。 ⽇ 笠
6 1/16(⽉) 2 遺伝⼦改変マウスを⽤いた不妊症の原因解

明
不妊症の原因について概説できる。疾患モデル動物を⽤いた研究⼿法を理解する。 徳 弘

7 1/17(⽕) 1 科学的発想と発明 様々な科学的発明について、その過程を理解する。 服 部
8 1/17(⽕) 2 ⼼臓再⽣医療研究の現状 ⼼不全について理解し、再⽣医療の⽬標と現状を理解する。 服 部
9 1/31(⽕) 1 ⽣体の伸縮性を⽣み出す仕組み 主な細胞外マトリックスとその機能を説明できる。 中 邨
10 1/31(⽕) 2 医学薬学に貢献するタンパク質の構造解析 タンパク質の構造解析について説明できる。 寿 野
11 1/31(⽕) 3 感覚と⾏動の制御原理 脳の⾏動制御のメカニズムとその研究法を理解する。 ⼩早川

(令）
12 1/31(⽕) 4 ⼈⼯冬眠状態を誘導する⾰新技術 ⼈⼯冬眠による未来医療の可能性を理解し議論できる。 ⼩早川

(⾼）

4.講義・演習・実習の説明

近年 ⽇本⼈研究者によるノーベル⽣理学・医学賞の受賞が続く⼀⽅で 医学部卒業後に基礎医学研究に進む学⽣は少なくなっており ⽇本の医学研究 特に基礎医
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近年、⽇本⼈研究者によるノ ベル⽣理学 医学賞の受賞が続く ⽅で、医学部卒業後に基礎医学研究に進む学⽣は少なくなっており、⽇本の医学研究、特に基礎医
学研究の崩壊が危惧されている。
そこで本ユニットでは、リサーチマインドの向上を⽬的として、主に本学で⾏われている最先端の医学研究を紹介する。
さらに研究の⽴案から実施、海外学会発表や科学論⽂報告までを概説する。

5.事前事後学習の指⽰など

事前に配布された資料を講義前に確認し、30分間程度整理した上で講義に臨むこと。 
講義前や講義中に⽣じた疑問は教員に質問し、興味がある内容については事後学習に必要な資料を教員に問い合わせること。

6.評価基準・⽅法

出席を重視する。講義に臨む態度(30％)、⼩テスト（30％）やレポートの内容（40％）で評価する。 
また、フィードバックについては、レポートを返却するので、事後学習等に役⽴てること。

到達⽬標 講義に臨む態度 ⼩テスト レポート
1︓基礎医学研究の意義 ● ●
2︓医学研究の最新知⾒ ● ●
3︓研究デザインの作成 ● ●
4︓研究計画の⽴案 ● ●
5︓研究⼿法の理解 ● ●
6︓リサーチマインド ● ●
7︓情報発信⼿段 ● ●
8︓国際的視野 ● ●
評価⽐率 30% 30% 40%

7.教科書・参考書

特に指定しない。

8.その他の指⽰、注意事項

最新の医学研究を講義するため、理解が難しい内容が含まれることもある。
そのため⼗分予習し、疑問点は積極的に質問することで理解を深めること。

Powered by KMULAS
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前の画⾯に戻る
ログアウト
外部公開⽤URL

部局⼀覧

部局を追加する

教務

200-01.教務課-コース扉200-05.教務課-ユニット・サブユニット(試験無し)200-06.教務課-2クラスユニット・サブユニット200-10.教務課-総合⼈間医学

200-05.教務課-ユニット・サブユニット(試験無し)

2022年度

シラバス様式設定
シラバスコースの登録
⼊⼒内容確認
⼀括⼊⼒・出⼒
部局設定

⼀覧に戻る

ナンバリングコード MA12P300origin
名称 リサーチマインドの実践 P3(初版)

2022年4⽉1⽇現在

コース基本情報を編集する

このシラバスは編集ロックされています。シラバス⼊⼒者はシラバスを編集できません

シラバスを編集する

1.教育担当者

役割 所属部署 教員名
科⽬責任者 医学部教務部⻑

(産科学婦⼈科学講座)
岡⽥ 英孝

指導教員 配属先教員

2.到達⽬標

６. 科学的思考・問題解決能⼒
（1）科学的な観察⼒・思考⼒・表現⼒を⾝につけ、⾃ら問題を解決することができる。
７. ⾃⼰主導型学習・⽣涯学習
（1）⾃⼰主導型学習を実践し、向上⼼を持ち⽣涯にわたり学習を継続する姿勢を⾝につける。
1︓すでに学んだ教養・基礎・社会医学的知識が実際の研究室、医療現場でどのように応⽤され、実践されているのかを⾃主的に学習し、理解することを⽬標とす
る。

3.講義・演習・実習の予定

回 ⽇付 時限 テーマ 授業の到達⽬標 教員名
4週間以上の
実習

令和5年1⽉23⽇（⽉）から令和5年2⽉17⽇（⾦）ま
での期間

1〜5
限

配属先の提⽰するテ
ーマ

配属先の提⽰するテーマについてレポートの作成が
出来る。

配属先教
員

4.講義・演習・実習の説明

学内の各講座あるいは教室が提案する実習プログラムには受け⼊れ⼈数の制限があるものの、学⽣の希望に基づき選択することができる。また、⾃学、⾃律の精神
に基づき学⽣⾃らが提案した海外や学外での実習も、内容によっては許可している。
特別枠・地域枠の学⽣は、衛⽣・公衆衛⽣学や内科学、⼩児科学、外科学、⼼臓⾎管外科学、呼吸器外科学、脳神経外科学、産婦学婦⼈科学、救急医学等での実習
を優先的に受け、地域医療や医師不⾜診療科をより深く学ぶ。また、公⽴⽳⽔総合病院での実習を積極的に志望し、実習を⾏うことを義務付ける。

5.事前事後学習の指⽰など

Copy
/webclass/ip_mods.php/plugin/syllabus/search
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配属先の講座の指⽰に従うこと。
配属先によっては実験動物・実験動物施設講習会の受講が義務付けられる。

6.評価基準・⽅法

１）本科⽬は、受講態度および実習後のレポートを総合的に各講座主任が評価する。（100％）
２）出席は配属先の指⽰に従うこと
３）実習後のレポート提出を義務付ける。

到達⽬標 受講態度およびレポ
ート

1︓すでに学んだ教養・基礎・社会医学的知識が実際の研究室、医療現場でどのように応⽤され、実践されているのかを⾃主的に学習
し、理解すること

●

評価⽐率 100％

7.教科書・参考書

配属先の講座の指定による。

8.その他の指⽰、注意事項

本科⽬について説明会を実施するので、必ず説明会に出席すること
実習期間は、各講座によって異なるため、⼗分に確認をすること
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研究マインド

育成プログラム

学部 1～2年

博士課程 1～5年

研究医

※青枠は奨学金貸与/給付がある期間

一
般
入
試 定員：４名

学部 3～6年

※入学のタイミングは自由
※3～5年で習得

その他

研究医養成コース

関西医科大学 R4研究医枠定員数：2名

増員開始年度：2013(H25)
R5増員希望数：2名
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(b)実績

（入学年度） 2013
(H25)

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

基礎・社会系大学院進学者数【A】
※括弧内は自大学出身者

10
(3)

7
(2)

11
(2)

8
(3)

4
(2)

4
(0)

4
(1)

6
(2)

4
(1)

3
(0)

臨床系大学院進学者数【B】
※括弧内は自大学出身者

23
(11)

19
(10)

21
(15)

30
(22)

21
(12)

26
(14)

31
(15)

18
(11)

25
(13)

11
(0)

2013
(H25)

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

履修者数
※当該年度の新規履修者

0 0 4 4 3 3 10 8 5 3

（博士課程修了年度） 2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

【A】の修了者数 3 3 3 2 5 5 2 3 1 3

【B】のうち、基礎・社会学系の論文

（又は共著論文）を執筆した修了者
数

7 6 10 9 2 4 7 6 16 3

合計 10 9 13 11 7 9 9 9 17 6

（博士課程修了年度） 2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

基礎・社会学研究分野の就職者数 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

臨床系のうち、基礎・社会学研究に
従事する者等の数

9 7 10 9 5 7 8 9 16 5

合計 9 7 10 9 5 7 8 9 17 5

※本格的な特別コース開始は3年次からであるが、H25～26は、対象者が1～2年次に所属していたため0となっている。
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番号 学年 氏　名 所　属 研究課題 助成額(予定)

1 5 柿崎　梨緒 解剖学 グリオーマがん幹細胞特異的マイクロRNAの機能解析 120,000

2 5 阪本　純加 解剖学 グリオーマがん幹細胞特異的IncRNAの機能解析 120,000

3 5 中島　啓子 解剖学 腎臓におけるスルファチド分子種の組織学的解析 120,000

4 4 蒲生　恵三 解剖学 シュワン細胞におけるスルファチド分子種の発現と機能解析 120,000

5 4 下村　由衣 iPS・幹細胞再生医学 iPS細胞を用いた小児肝疾患（オルニチントランスカルバミラーゼ欠損症）の研究 120,000

6 4 田畑　凱光 侵襲反応制御部門 周術期管理に関与するSNPの新規同定法の開発 120,000

7 4 本田　萌 分子遺伝学部門 インテグリンα4β7に対する新規阻害薬のためのスクリーニング法の開発 120,000

8 4 吉村　倫太朗 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 気道上皮細胞に発現するケモカイン受容体の機能的役割の検討 120,000

令和3年度 研究医養成ｺｰｽ　学内研究助成Ｅ対象者
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令和 4年 6月 16日 

研究医養成コース履修学生 各位 

受入講座等主任 各位 

受入講座等指導教員 各位 

研究医養成コース運営委員会 

委員長   中 邨  智 之   

令和 4年度学内研究助成 E 

（研究医養成コース履修学生）の募集について 

標記の件、令和 4年度の募集をいたします。 

 つきましては、下記の要領により関係書類を作成のうえ、所定の期日までに医学部事務部教務

課宛（担当：近藤）ご提出ください。 

記 

●申請について

1．対象は研究医養成コース履修学生とする。

2．申請には受入講座の承認（指導教授および指導教員）が必要である。 

3．申請総額は 10万円（予定）とする。 

（※審査により、採否を決定します。また、交付額については、申請数によって調整します。） 

4．助成金の使途は、主に消耗品費・学会参加費および旅費とする。必ず、計画調書に内訳を 

記載すること。PC,タブレットなどの OA機器購入は認めない。 

学会参加費・旅費については、いずれも原則、当該学生が発表する場合に限る。 

なお、旅行を伴う学会への参加の可否は、大学の方針に基づき、許可しない場合がある。 

（※別途学会参加 1週前までに「学会参加申請書」を提出し、帰学後「同報告書」を提出 

すること。） 

5．予算残額の範囲内で、申請に基づき研究マインド育成プログラム学生の学会参加費、旅費に

対し優先的に助成する。 

（※該当者がいる場合は速やかにご相談ください。なお、残予算には限りがありますので、助成

できない場合もあります。） 

6．この経費は次年度に繰り越すことはできない。 

7．交付を受けた者は、本委員会が指定する学内行事で発表（口頭若しくはポスター）を行うこと。 

（※令和 4年度については、11月 5日（土）開催の「第 6回学術祭」を予定しています。） 

8．交付を受けた者は、令和 5年 3月 31日までに「学内研究助成 E報告書」を提出すること。 
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9．論文発表のときには次の文言を含めること。 

和文：本研究は、関西医科大学研究助成金 Eを受けて行った。 

英文：This work was supported by the research grant E from Kansai Medical 

University. 

●計画調書の作成要領について

下記の点に留意して作成のこと。 

1．研究目的の明確さ

研究目的は広い領域を包括するような漠然としたものではなく、具体的な目標に焦点が絞ら

れ、問題意識は明確であるか。 

2．研究計画の妥当性 

研究計画は十分に練られ、その進め方が着実なものとなっており、上記１．の目的を達成する

ために適切であるか。 

3．学界への貢献度 

その研究成果が学術の進展に貢献する程度はどうか。 

4．特色性・独創性 

特色ある研究であり、その研究目的、研究計画及び研究方法は独創的なものであるか。 

5．研究遂行の能力 

研究者の研究業績に鑑み、その研究を遂行し、所期の成果をあげることが期待できるか。 

6．申請研究経費の合理性 

申請研究経費の内容は妥当であり、また、有効に使用されることが見込まれるか。 

●提出について

1．提出書類

研究計画調書   1部

（併せて、メール等により電子データもご提出ください。）

2．提出期限：令和 4年 6月 30日（木）・・・提出期限は厳守願います。 

3．提出及び照会先：医学部事務部教務課（枚方学舎 1階オープンラウンジ） 

担当：近藤 kondoik@hirakata.kmu.ac.jp （内線：2220） 

以 上 
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令和 3 年度研究医養成コース・コンソーシアム発表会 

（オンライン開催）

日  時 令和 4 年 1 月 22 日（土） 10 時～13 時 30 分 

参  加 奈良県立医科大学、大阪医科薬科大学、兵庫医科大学、神戸大学医学部、 

令和 4 年より加入予定の藤田医科大学、関西医科大学 

発表者数 奈良県立医科大学 1 名、大阪医科薬科大学 1 名、兵庫医科大学 5 名、 

神戸大学医学部 3 名、関西医科大学 5 名 

次  第  

10：00～ 開会式  

挨拶 関西医科大学 学長 友田 幸一 

10：10～ 学生発表 (発表 8 分 質疑応答 2 分) 

セッション 1（座長 関西医科大学 中邨 智之 教授）

10：10～10：20 関西医科大学 蒲生 恵三 

10：20～10：30 兵庫医科大学 浅井 新喜 

10：30～10：40 神戸大学医学部  川端 野乃子 

10：40～10：50 関西医科大学 下村 由衣 

10：50～11：00 兵庫医科大学 榎本 百桃 

11：00～11：10 休憩 

セッション 2（座長 大阪医科薬科大学 近藤 洋一 教授）

11：10～11：20 大阪医科薬科大学 白川 誠 

11：20～11：30 神戸大学医学部  周 詩佳 

11：30～11：40 兵庫医科大学 橋本 尚樹 

11：40～11：50 関西医科大学 田畑 凱光 

11：50～12：00 兵庫医科大学 河田 晴加 

12：00～12：10 休憩 

セッション 3（座長 神戸大学医学部 仁田 亮 教授）

12：10～12：20 奈良県立医科大学 森田 えみり 

12：20～12：30 関西医科大学 本田 萌 

12：30～12：40 神戸大学医学部  吉井 隆浩 

12：40～12：50 兵庫医科大学 向井 周 

12：50～13：00 関西医科大学 吉村 倫太朗 

13：00～ 講評・閉会式 
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（別紙）令和４年度基礎研究医プログラム定員

都道府県 基幹型病院 定員

１ 北海道 北海道大学病院 １

２ 宮城県 東北大学病院 ２

３ 茨城県 筑波大学附属病院 １

４ 栃木県 獨協医科大学病院 １

５ 埼玉県 埼玉医科大学病院 １

６ 千葉県 千葉大学医学部附属病院 ２

７ 東京都 慶應義塾大学病院 ２

８ 東京都 帝京大学医学部附属病院 １

９ 東京都 東京医科歯科大学附属病院 ２

10 東京都 東京慈恵会医科大学附属病院 １

11 東京都 東京女子医科大学病院 １

12 東京都 日本大学医学部附属板橋病院 １

13 東京都 日本医科大学付属病院 ２

14 神奈川県 聖マリアンナ医科大学病院 １

15 山梨県 山梨大学医学部附属病院 １

都道府県 基幹型病院 定員

16 静岡県 浜松医科大学病院 １

17 滋賀県 滋賀医科大学病院 １

18 京都府 京都大学病院 ２

19 京都府 京都府立医科大学病院 １

20 大阪府 大阪大学病院 ２

21 大阪府 関西医科大学病院 １

22 大阪府 大阪市立医科大学病院 ２

23 兵庫県 兵庫医科大学病院 １

24 奈良県 奈良県立医科大学病院 ２

25 和歌山県 和歌山県立医科大学病院 １

26 岡山県 岡山大学病院 １

27 広島県 広島大学病院 １

28 福岡県 久留米大学病院 １

29 大分県 大分大学病院 ２

30 鹿児島県 鹿児島大学病院 １
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○関西医科大学学生奨学金（研究医養成コース）貸与規程

平成26年11月28日 

（総則） 

第１条 この規程は、関西医科大学に在籍し第３学年から研究医養成コースに選抜された学生に係る

奨学金（以下「奨学金」という。）貸与に関する事項について定める。 

（奨学金貸与） 

第２条 奨学金貸与は、研究医養成コースに選抜された本学学生に対し、その修学を援助することを

目的とする。 

（貸与対象者） 

第３条 奨学金は、本学研究医養成コースに選抜され大学院に進学する学生のうち、貸与を希望する

ものを対象として審査を経て貸与する。 

（申込手続） 

第４条 奨学金の貸与を希望する学生は、２学年時の募集期間に所定の願書（様式第１号）に誓約書

（様式第２号）を添え、研究医養成コース運営委員会（以下「運営委員会」という。）委員長を経

て学長に願い出るものとする。 

（選考決定） 

第５条 奨学金貸与願書の提出を受けたとき、運営委員会は審査、選考を行い、学生委員会及び医学

部教授会の議を経て学長が最終決定するものとする。 

（貸与期間） 

第６条 奨学金の貸与は、１カ年ごとに継続申請を行い、通算４年間受けるものとする。 

（奨学金貸与の休止） 

第７条 奨学金の貸与を受ける者（以下「奨学生」という。）が、次の各号の一に該当するときは、

奨学金の貸与を休止することがある。 

(１) 休学したとき。

(２) 学業成績が不良となったとき。

(３) 学則に違反する行為があったとき。

（奨学金貸与の復活）

第８条 前条により奨学金の貸与を休止された奨学生が、その事由が解消したときは、奨学金の貸与

を復活するものとする。 

（奨学金貸与の廃止） 

第９条 奨学生が退学、除籍、その他本学の学籍を失ったときは、奨学金の貸与を廃止する。 

（奨学金交付手続） 

第10条 奨学金貸与の決定を受けた者は、連帯保証人（２名）連署の借用証書（様式第３号）を指定

期日までに提出しなければならない。 

２ 連帯保証人は、本人と連帯して奨学金償還の義務を負うものとする。 

（奨学金の貸与額） 

第11条 奨学金の貸与額は、研究医養成コースに在籍する計４年間、毎年100万円とする。 

（貸与の方式） 

第12条 奨学金を貸与する方式は、当該学生が指定する銀行等の口座へ、４月、10月に各50万円を振

り込むこととする。 

（返済方法） 

第13条 貸与を受けた者は、学部卒業後引き続き、又は初期臨床研修修了後引き続き、又は初期臨床

研修２年目に本学大学院に進学し基礎社会系講座を専攻する。或いは、臨床系講座を専攻し、他科

目履修により基礎社会系講座で研究活動を行うものとする。 

２ 貸与を受けた奨学金の返済は、学部卒業までの間は据え置きとし、本学大学院を修了した後、貸

与期間以上本学で研究医として研究業務に従事した者には奨学金全額の返済を免除する。 

３ 貸与を受けた奨学金の返済に係る据え置き期間は、次のとおりとする。 

(１) 初期臨床研修期間。

(２) 大学院在学中に国内外の研究機関に留学した期間。

４ 退学、除籍、その他本学の学籍を失った者は、即時に利子を含む全額を一括返済しなければなら
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ない。 

５ 貸与を受け、本学大学院を修了しなかった者は、即時に利子を含む全額を一括返済しなければな

らない。 

（奨学金の利子） 

第14条 奨学金の利子は、原則無利子とし、即時返還の必要が生じた場合の貸付利息は年利3.0％とす

る。 

（届け出） 

第15条 奨学金の貸与を受けた本人及びその連帯保証人が改姓、又は住所に変動があった場合には、

住所確認カード（様式第４号）により直ちに届け出なければならない。 

（所管） 

第16条 奨学金に関する管理組織は、次のとおりとする。 

１） 願書の受付及び調査に関する事項

大学事務部学生課を経て運営委員会委員長

２） 審査、選考及び決定に関する事項

運営委員会及び医学部教授会の議を経て学長

３） 奨学金の交付に関する事項

大学事務部学生課を通じ財務部経理課

４） 償還金の回収及び利子の受け入れに関する事項

大学事務部学生課・財務部経理課

５） 日本私立学校振興・共済事業団の奨学事業に関する事項

財務部経理課

（改廃） 

第17条 この規程の改廃は、運営委員会の議を経て、学長が決定する。 

附 則 

この規程は、平成26年11月28日から施行する。 

附 則（平成27年１月13日） 

この規程は、平成27年１月13日から施行する。 

附 則（平成30年１月１日） 

この規程は、平成30年１月１日から施行する。 

附 則（平成30年４月１日） 

この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年４月１日第9183号） 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年４月１日第9248号） 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年６月15日第9436号） 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 
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○関西医科大学学生研究員給付奨学金規程

令和２年４月１日第9184号 

（総則） 

第１条 この規程は、関西医科大学に在籍し、研究医養成コースに選抜された学生または研究マイン

ド育成プログラムに所属する学生に係る奨学金（以下「奨学金」という。）に関する事項について

定める。 

（奨学金） 

第２条 奨学金は、前条に定める学生に対し、その修学を援助することを目的とする。 

（給付対象者） 

第３条 奨学金は、第１条に定める学生のうち、給付を希望するものを対象として審査を経て給付す

る。 

（申込手続） 

第４条 奨学金の給付を希望する学生は、所定の募集期間に所定の願書（様式第１号）により、研究

医養成コース運営委員会（以下「運営委員会」という。）委員長を経て学長に願い出るものとする。 

（選考決定） 

第５条 奨学金給付願書の提出を受けたとき、運営委員会は審査を行い、医学部教授会の議を経て学

長が最終決定するものとする。 

（学生研究員） 

第６条 奨学金の給付を受ける者を学生研究員（以下「研究員」という。） 

（奨学金の金額） 

第７条 奨学金の給付額は、別に定めるランク表及び条件に基づいて決定する。 

（給付申請） 

第８条 奨学金の給付申請は、半期ごとに行うものとする。 

（給付の停止） 

第９条 研究員が次の各号の一に該当するときは、その資格を失うものとする。ただし、第３号に該

当する場合は、情状によりその資格を留保して奨学金の給付を停止することがある。 

(１) 退学したとき。

(２) 停学の処分を受けたとき。

(３) 休学、長期欠席、学業成績不良等研究員として適当でないと認められたとき。

（改廃）

第10条 本規程の改廃は、運営委員会の議を経て、学長が決定する。 

附 則 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年１月26日第03―368号） 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

（様式第１号） 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１） 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況

① 学生の確保の見通し

ア 定員充足の見込み

【地域枠について】 

本学の過去 5 年の入学志願者数及び入学者数は資料 1 のとおりである。令和 2

年度まで地域枠は一般選抜の別枠で募集していたが、令和 3 年度から専願制の推

薦選抜で募集を開始した。令和 2年度までの募集方法でも、十分な志願者数を確保

し、定員どおりの入学者が確保できていた。しかしながら、併願が可能な一般選抜

であるため、本学合格者が国公立大学医学部に合格すれば、本学入学を辞退し、年

度末まで入学者が確定しないこと、出願時からより明確に地域医療に貢献する意

志を持った学生を早期に確保したいこと、これらの理由から令和 3 年度から入試

区分及び募集形態を変更した。その結果、資料２にあるとおり地域枠の志願者数は

減少したが、各地域枠とも入学定員に対し、十分な学力レベルのある第１次試験合

格者数を確保できており、その中から所期の目的である地域医療志向がより強い

学生を早期に確保できた。また、これら令和 3年度の入試改革は、受験生の間では

注目を浴び、コロナ禍で各地の入試説明会への参加者は減少したが、地域枠入試に

係る質問が、令和 2年度よりも非常に多くなり、ほぼ全員が制度をよく理解した志

願者で占めるに至り、令和 4年度においても同様の傾向が継続された。このような

状況から、令和 5年度においても、地域枠は専願制の推薦選抜において、前年度と

同じく大阪府地域枠 5 名、静岡県地域枠 8 名及び新潟県地域枠 2 名の各定員での

募集を予定し、充足すると見込んでいる。 

なお、万が一、専願制の推薦選抜で合格基準を満たさず、合格者数が募集人員を

満たさない場合は、一般選抜（前期・後期）で募集を行う予定である。 

また、令和 2年度までの一般選抜でも十分な志願者数を得て、募集定員を満たし

てきたことは資料２のとおりである。各地域枠の志願者は出願の際、第 1希望を地

域枠・第 2 希望を一般枠、又はその逆の希望順とし出願することを可能としたた

め、志願者数は充分な数を得ていた。大阪府地域枠は入学定員 5 名に対し、常に

280名を超える志願者を確保し、静岡県は令和 2年度から入学定員を 3 名増員して

8名とし、200名を超える志願者を確保しており、安定的に学生を確保できていた。

新潟県地域枠は、本学所在地の大阪府からは馴染みの薄い県ではあるが、本学教員

と新潟県知事が懇意にしていたことを端緒に、新潟県からの要望を受け、本学学長
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と新潟県知事が協定書を締結し、令和 2 年度から入学定員 2 名で募集したところ

常に 40 名程度の志願者を得ている。 

静岡県及び新潟県の志願者を獲得するためには、当該県及び近隣県での本学の

認知度を知るため、志願者数の動向に留意する必要がある。資料３に、静岡県及

び新潟県を含む東日本都県在住者の過去 5年の入学志願者数及び入学者数を示

す。志願者総数の 1割強が、これら地域から志願しており、今後もこの傾向が続

くものと考える。なお、新潟県は令和 2年度に新規に地域枠を開設した効果と相

俟って、志願者数を大きく増加させる結果となっている。 

また、静岡県及び新潟県地域枠の出願資格は出身の都道府県を問わないことか

ら、近畿地方出身者の人気を博す結果となった。資料４に示すとおり、静岡県地

域枠の志願者総数における近畿地方出身の志願数の割合は、平成 30年度以降 40～

54％を占めており、資料５に示すとおり、新潟県地域枠の志願者総数における近

畿地方出身の志願数の割合は、令和 2年度以降 25％～37％となっている。当初

は、静岡県及び新潟県とその近隣県からの志願者増加を想定していたが、近畿地

方出身者にも人気となっている。 

 

【研究医枠について】 

   研究医枠は、入学試験では選抜せず、入学後、準備教育を経て基礎医学を学んだ

後希望者を募り、3学年から本学が設置する研究医養成コースを履修することとし

ている。この研究医養成コース履修者は、資料５のとおり過去五年間の新規履修者

数の平均は 6.4名となり、毎年確実に学生を確保できており、今後も充足可能であ

る。 

 

  イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

   前項アで用いたデータは資料１～５のとおりである。 

 

  ウ 学生納付金の設定の考え方 

本学は、「多様性に富んだ学生に門戸を拡げ、人間性豊かな良医を育成する」た

め、令和 5年度入学生から、学費を大幅に減額することが決定しており、6年間の

学費総額は、2,770万円から 670万円減額して 2,100万円となる。 

一方、３府県には独自の修学資金貸与制度があり、６年間の貸与総額は、大阪府

地域枠学生が 720万円、静岡県地域枠学生が 1,440万円、新潟県地域枠学生が 2,160

万円となる。 
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地域枠志願者にとって、この学費大幅減額と修学資金貸与の制度は貴重であり、

6 年間の学費実質負担額は、大阪府地域枠学生が 1,380 万円（学費 2,100 万円－修

学資金 720万円）、静岡県地域枠学生が 660万円（学費 2,100 万円－修学資金 1,440

万円）、新潟県地域枠学生に至っては△60万円（学費 2,100万円－修学資金 2,160

万円）となり、保護者の経済的負担が大きく低減される。また、いずれの地域枠修

学資金とも、卒後府・県の医師配置方針に則って義務期間を勤務すれば、修学資金

が全額免除されることから、本学地域枠志願者にとって、学費の大幅減額と相俟っ

て大変魅力的であり、志願者数の増加に繋がると見込まれる。 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

毎年度本学オープンキャンパスには地域枠設置府県の職員を招き、説明会への参

加や個別相談ブースを設置している。本年度はコロナ禍の中、参加者数を制限し、

200名程度/1日（例年の参加人数 400～500 名/1日）の参加者数であったが、大阪

府、静岡県及び新潟県の職員を招き、増員認可申請予定であることを前提に、個別

相談ブースで各地域枠の魅力を発信いただいた。参加者数を制限したにも係わら

ず、前述の令和 5年度入学生からの学費大幅減額と相俟って、例年以上に熱心に質

問する参加者が多数見られ、地域枠への出願を真剣に考えている志願者が増加する

との確かな手応えがあった。 

本学の入試にあたって、各地域枠の志願者には入学試験で実施する個別面接試験

において、各地域枠制度の理解度を確認しており、令和 5年度入試でも確認を継続

する。なお、令和 3年度入試から、専願制の推薦選抜で募集を開始したことから、

従来以上に地域医療に貢献する明確な意志を持った志願者が出願している。この個

別面接試験が功を奏し、大阪府医療対策課、静岡県地域医療課及び新潟県医師・看

護職員確保対策課から、「関西医科大学の地域枠入学生は制度を良く理解した聡明

な学生である」と高い評価を得ている。 

 

 

（２） 人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

本学が従来から医師不足地域や医師不足診療科に従事する医師や基礎研究医を

養成してきた実績に基づき、大阪府地域枠、静岡県地域枠、新潟県地域枠及び研究

医枠について、継続して同数を申請する。引き続き、本学に入学してくる学生の多

様なニーズに応えるべく、有能な臨床医、研究医を輩出していく所存である。 
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なお、資料６のとおり、地域枠志願者には学生と保護者もしくは法定代理人から

出願時に、卒後の従事要件、不同意離脱の取り扱い等への書面同意を取得する予定

である。 

 

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的

な根拠 

【地域枠について】 

 資料７に示すとおり、直近に発表された厚生労働省の三次医療圏における医師偏

在指標において、大阪府 6 位、静岡県 39 位、新潟県に至っては 47 位と最下位にあ

る。これらから、静岡県及び新潟県は医師不足であることは明確である。一方、大

阪府では二次医療圏において、人口 10万人対の医師数及び医師偏在指標のどちらか

らみても医師の地域偏在が生じており、８医療圏のうち４医療圏（北河内、中河内、

堺市、泉州）で、全国平均を下回っている。また、大阪府医療対策協議会の協議に基

づき、特に医師確保が必要な診療科として、医師が不足している又は政策的に確保

が必要な領域（産科、小児科、救急科、精神科、内科(感染症)及び総合診療科、公衆

衛生）を中心に医師確保を行うこととされている。大阪府が設定する修学資金制度

では、上記状況を踏まえ、医師免許取得後に従事する診療科や地域を限定した内容

となっており、今回の三府県の申請は、社会的、地域的な人材需要の動向を踏まえ

たものであるといえる。 

 

【研究医枠について】 

 将来基礎研究に従事することに対し、新専門医制度発足等によりキャリアパスに

不安を持つ者も多くいるため、基礎研究医は不足している状況が長く続いている。

このことから、社会的な人材需要の動向等を踏まえたものであることは、明らかで

ある。 

以上 
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別表1　過去5年間の入学志願者数及び入学者数

H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度
志願者数 2,543 2,511 2,487 2,353 2,241
入学者数 106 103 106 66 68
志願者数 103 125 84 ー ー
入学者数 5 5 5 ー ー
志願者数 113 70 101 ー ー
入学者数 5 5 8 ー ー
志願者数 ー ー 31 ー ー
入学者数 ー ー 2 ー ー
志願者数 ー 597 562 469 485
入学者数 ー 4 5 10 11
志願者数 897 853 882 620 667
入学者数 6 1 1 8 12
志願者数 44 64 53 40 43
入学者数 10 10 10 10 10
志願者数 ー ー ー 32 43
入学者数 ー ー ー 5 5
志願者数 ー ー ー 48 45
入学者数 ー ー ー 8 8
志願者数 ー ー ー 20 18
入学者数 ー ー ー 2 2
志願者数 ー ー ー 209 256
入学者数 ー ー ー 11 4
志願者数 ー 20 46 49 63
入学者数 ー 4 6 7 7
志願者数 3,484 4,045 4,030 3,840 3,861
入学者数 122 122 128 127 127

※上記一般選抜における地域枠志願者数は第一希望で志願した者のみ集計している

資料１

特色選抜

合計

医学部入学試験　区分

内：地域枠
（新潟県）

共通テスト・一般
併用入試

共通テスト利用入試

特別枠学校推薦

地域枠学校推薦
（大阪府）

地域枠学校推薦
（静岡県）

地域枠学校推薦
（新潟県）

一般枠学校推薦

一般選抜

内：地域枠
（大阪府）

内：地域枠
（静岡県）
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平成30～令和4年度医学部入学試験　地域枠の志願者数及び入学者数一覧表

１．大阪府地域枠（平成27年度から導入）

志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者

第１希望 103 10 5 125 18 5 84 13 1

第２希望 195 23 0 246 25 0 210 40 4

合計 298 33 5 371 43 5 294 53 5 32 12 5 43 9 5

入試全体の合計 3,484 567 122 4,045 722 122 4,030 793 128 3,840 707 127 3,861 700 127

2．静岡県地域枠（平成30年度から導入）

志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者

第１希望 113 8 5 70 10 4 101 18 6

第２希望 168 11 0 110 5 1 104 22 2

合計 281 19 5 180 15 5 205 40 8 48 17 8 45 17 8

入試全体の合計 3,484 567 122 4,045 722 122 4,030 793 128 3,840 707 127 3,861 700 127

3．新潟県地域枠（令和2年度から導入）

志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者 志願者
第1次試験
合格者

入学者

第１希望 31 10 0

第２希望 21 5 2

合計 52 15 2 20 5 2 18 7 2

入試全体の合計 4,030 793 128 3,840 707 127 3,861 700 127

資料２

出願資格：大阪府在住者等
に限定→従前は出身県問わ
ず

センター・一般併用入試（地域枠出
願不可）導入で志願者総数が前年度
比561名増加

入試制度：学校推薦型選抜試験で選抜
→従前は一般入試で選抜
出願資格：出身県問わず→従前は大阪府在住者
等に限定

32 12 5

H.31 R.2 R.3 R.4

43 9 5

入試制度：学校推薦型選抜試験で選抜→従前は
一般入試で選抜

20 5 2 18 7 2

センター・一般併用入試導入（地域
枠出願不可）で志願者総数が増加

入試制度：学校推薦型選抜試験で選
抜→従前は一般入試で選抜

R.2 R.3 R.4

R.3

48 17 8

R.4

45 17 8

H.30 H.31 R.2

H.30
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H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度
志願者数 5 16 11 3 6
入学者数 0 0 0 0 0
志願者数 28 27 28 41 25
入学者数 0 0 1 1 0
志願者数 84 129 172 137 138
入学者数 0 5 5 2 5
志願者数 27 42 30 47 44
入学者数 1 1 1 2 0
志願者数 4 5 7 12 2
入学者数 1 0 0 0 0
志願者数 17 22 13 13 22
入学者数 1 0 0 1 1
志願者数 137 170 153 159 148
入学者数 7 8 4 5 6
志願者数 41 46 53 47 48
入学者数 1 0 3 1 1
志願者数 8 5 19 29 33
入学者数 0 0 0 2 0
志願者数 9 7 9 4 8
入学者数 0 0 0 0 0
志願者数 360 469 495 492 474
入学者数 11 14 14 14 13

資料３別表2　過去5年間の東日本10都県の入学志願者数及び入学者数

長野県

愛知県

富山県

合計

都道府県

群馬県

埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

新潟県

静岡県
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大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

静岡
その他
の県

合計

第１希望 22 13 9 10 3 57 22 34 113

第２希望 29 30 19 14 2 94 7 67 168

合計 51 43 28 24 5 151 29 101 281

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

静岡
その他
の県

合計

第１希望 12 6 7 4 1 30 15 25 70

第２希望 9 15 10 5 3 42 7 61 110

合計 21 21 17 9 4 72 22 86 180

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

静岡
その他
の県

合計

第１希望 17 5 6 4 4 37 24 40 101

第２希望 9 13 15 7 3 50 8 46 104

合計 26 18 21 11 7 87 32 86 205

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

静岡
その他
の県

合計

13 2 2 3 1 21 9 18 48

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山 滋賀
近畿
合計

静岡
その他
の県

合計

6 3 6 2 1 1 19 4 22 45

合計に対する近畿合計の割合　40％

合計に対する近畿合計の割合　42％

合計に対する近畿合計の割合　44％

合計に対する近畿合計の割合　42％

5．令和4年度静岡県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

学校推薦

R.4

3．令和2年度静岡県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

一般入試
(前期･後期)

R.2

4．令和3年度静岡県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

R.3

学校推薦

1. 平成30年度静岡県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

一般入試
(前期･後期)

H.30

一般入試
(前期･後期)

H.31

2．平成31年度静岡県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

資料４

合計に対する近畿合計の割合　54％
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大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

新潟
その他
の県

合計

第１希望 1 0 3 1 1 6 15 10 31

第２希望 4 4 3 1 1 13 0 8 21

合計 5 4 6 2 2 19 15 18 52

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山
近畿
合計

新潟
その他
の県

合計

4 0 0 1 0 5 10 5 20

大阪 京都 兵庫 奈良 和歌山 滋賀
近畿
合計

新潟
その他
の県

合計

2 1 0 1 0 1 5 8 5 18

H.30 H.31 R.2 R.3 R.4
3 10 8 5 6

５年間平均6.4名

合計に対する近畿合計の割合　28％

〇　過去5年間の研究医養成コース（新規）履修者

研究医養成コース履修者数

資料５

3．令和4年度新潟県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

学校推薦

R.4

1. 令和2年度新潟県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

一般入試
(前期･後期)

R.2

2．令和3年度新潟県地域枠の地域別志願者数（高校所在地）

R.3

学校推薦

合計に対する近畿合計の割合　37％

合計に対する近畿合計の割合　25％
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 ＜案＞ 

大阪府地域医療確保修学資金貸与事業同意書 

私は、大阪府が取り組んでいる医師の確保に資するために、進んで全力で地域医療に従事

する気概と信念を有するものであり、このことから     大学への入学を強く志望し

ます。 

入学が決定したのちは、中途で修学を中断したり、あるいは医師免許取得後、大阪府地域

医療確保修学資金貸与制度から離脱し、開業医または勤務医となるような意思は全くなく、

大阪府が定める大阪府医師キャリア形成プログラムに参加し、９年間、府が指定する周産期

医療、小児医療、救急医療または総合診療等において勤務することで医療の確保と向上に積

極的に貢献することを誓約します。 

なお、入学を志望するにあたり、「大阪府地域医療確保修学資金貸与制度について」の内

容を確認し、同意します。 

令和 年 月 日 

大阪府知事 様 

（本人） 

氏 名 (印) 

（保護者もしくは法定代理人） 

氏 名  (印) 

※氏名は自筆であること

大阪府地域医療確保修学資金貸与制度について 

入学後は、大阪府地域医療確保修学資金貸与制度の医学生及び医師として、下記のとおり

誠実に地域医療の確保と向上に積極的に取り組むとともに、離脱についてもご確認くださ

い。 

１ 学生期間 

大阪府の地域医療に携わる意識を醸成するため、卒前支援プラン※に参加するとともに、

府が指定する地域医療に関する各種研修に参加すること。 

２ 大学卒業後の従事期間 

大阪府医師キャリア形成プログラムに参加し、９年間、府が指定する地域の医療機関等に

おいて勤務することで医療の確保と向上に積極的に貢献すること。 

３ 離脱について 

資料６
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大阪府地域医療確保修学資金貸与制度においては、府は退学、死亡、業務に起因する心身

の故障など、医師として復帰ができず猶予期間を設定しても府地域枠医師として就業する

ことが特に困難であると考えられる場合以外は、原則離脱することはできません。 

なお、一般社団法人日本専門医機構は、都道府県の同意を得ずに地域枠を離脱し、専門研

修を開始した者については、原則、専門医の認定を行わないこととしており、同機構等から

の求めがあれば、不同意離脱者に関する情報を提供します。また、不同意離脱者については、

今後、厚生労働省の決定により、その他の制約を課せられることがあります。 

 

※卒前支援プラン 都道府県が大学や医療機関と連携し、地域医療へ貢献する意思を有す

る学生に対し、地域医療や将来の職業選択に対する意識の涵養を図り、対象学生が学生の期

間を通じて、地域医療に貢献するキャリアを描けるように支援するプラン。 
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（静岡県医学修学研修資金様式） 

同 意 書 （誓 約 書） 

 

静岡県知事    様 
 

私は、以下の事項に同意の上、○○○○大学医学部地域枠として入学します。 

１ 「静岡県医学修学研修資金貸与規則」を守り、○○○○大学を卒業するまで

の間は継続して静岡県医学修学研修資金の貸与を受け、在学中は「キャリ

ア形成卒前支援プラン」の適用を受け、卒業後は「静岡県キャリア形成プ

ログラム」に従い、県内の、知事が指定する公的医療機関等に医師として

勤務すること。 

２ 下記以外の奨学金の受給及び申請を行っていないこと。 

（ 奨学金の名称：静岡県医学修学研修資金               ） 

３ 県が指定する条件を満たす連帯保証人を２人確保すること。 

４ 離脱を認める事由は退学、死亡、国家試験不合格により医師になることを諦め

る場合その他静岡県知事がやむを得ないと認める事情が存する場合であり、離

脱する際には静岡県知事の同意を得ること。 

５  同意を得ること無く離脱した場合、一定期間専門医として認定されない等の不

利益が生じる可能性がある。 

 

令和 年 月 日 

本人            住所                  

                 氏名               印  

保護者、法定代理人   住所                  

                  氏名               印  

 

注１ 別紙「地域枠における従事要件等の取扱いに関する要項」を確認し、内容に同意し

た上で記入すること。 

注２ 自筆で記入すること。 
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地域枠における従事要件等の取扱いに関する要項 

 

１ 趣旨 

  地域枠における卒後の従事要件等について、「令和５年度以降の地域枠等の定義につい

て（事務連絡）」（令和４年４月 18 日付け厚生労働省医政局医事課長通知）が各都道府県

衛生主管部（局）宛てに通知されたことに伴い、その取扱いについて次のとおり定める。 

 

２ 従事要件 

（１）「静岡県医学修学研修資金貸与規則」（昭和 45年４月１日規則第 39号。以下「規則」

という。）に従い、入学初年度から在学する大学を卒業するまで継続して静岡県医学

修学研修資金の貸与を受けるものとする。 

（２）大学卒業後、２年以内に医師免許の登録を完了し、「静岡県キャリア形成プログラム」 

に従い、静岡県内で医師として９年間勤務すること。 

 

３ 離脱要件 

  県が地域枠の離脱を認める事由は下記のとおりとする。 

（１）退学する場合 

（２）死亡した場合 

（３）国家試験不合格により医師になることを諦める場合 

（４）静岡県知事がやむを得ないと認める場合 

 ※ 「家族の介護」及び「結婚」による離脱については、原則として認めない。 

 ※  離脱を認めた場合の医学修学研修資金の取扱いは、規則及び「静岡県貸付金の返還債 

務の免除に関する条例」（平成８年３月 28日条例第 32号）に基づき判断される。 

 

４ 不同意離脱の取り扱い 

（１）県が離脱を認めないまま従事要件から離脱した場合は、不同意離脱として扱う。 

（２）県は臨床研修、専門研修等において、国や関係団体から地域枠の従事要件や不同意

離脱等に関して照会があった場合は、必要な調査、報告を行う。 

（３）不同意離脱者には、一定期間専門医が認定されない等※の不利益が生じる可能性が

ある。 

※  希望する臨床研修病院に採用されないといった不利益が生じる可能性がある。 

（４）不同意離脱として取り扱う期間は、２に定める従事要件に相当する期間とする。 

   

５ 同意書（誓約書）の提出 

  地域枠により入学を希望する場合、本人及び保護者（法定代理人）は同意書（誓約書）  

 を別途指定する期限までに提出しなければならない。 

 

６ その他 

（１）本要項の実施により取得した個人情報は、目的以外に使用しない。 

（２）この要項は、令和４年 月 日から施行する。 

別 紙 
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別記第２号様式の２  

※ キャリ ア形成 プログ ラムと は、地 域枠医 師等の キャリ ア形成 と想定 される 指定医 療機関 等を示 したも の。  
 

 

同 意 書（案） 
 

新潟県知事 殿 

 

私は、新潟県医師養成修学資金の貸与を受けるにあたり、医師養成修学資金（重点コー

ス（関西医科大学医学部「新潟県地域枠」））貸与事業実施規則第８条（返還の債務の当

然免除）に規定される新潟県の指定医療機関等における勤務について、キャリア形成プロ

グラム※の下記事項につき同意します。 

 
記  

 
１ 医師養成修学資金（重点コース（関西医科大学医学部「新潟県地域枠」））貸与事業

実施規則及び同実施規程を遵守すること。 

２ 大学を卒業した後２年以内に医師の免許を取得し、かつ同免許を取得後直ちに新潟

県内の臨床研修病院で臨床研修に従事すること。 

３ 新潟県が策定するキャリア形成プログラム※に参加すること。 

４ 臨床研修修了後は直ちに新潟県が指定する医療機関に勤務し、臨床研修に従事した

時点から通算して９年間以上在職すること。 

なお、新潟県が認めた場合は、キャリア形成プログラムを一時中断することが可能

であること。 

５ 新潟県の同意を得ずにキャリア形成プログラム※から離脱しないこと。 

新潟県は、死亡・重度の疾病等の場合を除き、原則としてキャリア形成プログラム※

からの離脱に同意しないこと。 

新潟県の同意を得ずにキャリア形成プログラム※から離脱した場合、一般社団法人日

本専門医機構が専門医の認定を行わないこと。 

なお、新潟県の同意の有無に関わらず、キャリア形成プログラムから離脱した場合

であっても、修学資金の貸借関係の解除に影響を及ぼさないこと。 

 

 

    年   月   日 

 

     入学出願者氏名：            

        （自署してください。） 

 

     保護者もしくは 

     法定代理人氏名：            

        （自署してください。） 
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資料7

2. 医師多数区域、 医師少数区域等

【医師偏在指標における大阪府の状況】

0都道府県（三次医療圏）は、 同指標に基づき、 上位3 3.3%が医師多数都道府県、 下位

33.3%が医師少数都道府県 に区分されます。 大阪府の医師偏在指標は275.2で、 全国第6

位の医師多数都道府県となります。 なお、 全国値は239.8です。

() 

図表3-1-2医師偏在指標（都道府県別）
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【医師偏在指標における府内の二次医療固の状況】

0人口10万人対の医師数及び医師偏在指標のどちらからみても、 府内でも医師の地域（扁在が

生じており、 北河内、 中河内、 堺市、 泉州二次医療圏は、 全国値を下回っています。

l) 図表3-1-4二次医療圏別の医師偏在指標
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出典 厚生労働省「医師信在指標作成支援データ集」
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